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第1章 緒 口

わが国の死因構造は、 昭和30年代に、 その中心が感染症から三大

成人病といわれていろ悪性新生物、心疾患、および脳血管疾患によ

る ものへ大き く 変化 した。 これらの三大成人病は、 平成 3 年では全

死因の61．7％を占めてお り ヨ5）、今後、 高齢化社会と共に一層増加す

る傾向にあ り、 健康づ く り 対策および成人病対策は、 ますます重要

な課題 と な っ てい る。

成人病（成人慢性疾患）は、 数十年にわたる 日 常生活習慣が、 遺

伝素因 と の複雑な交絡の下にその発症に大き な影響を及ぼしている

こ と が、 近年、 明 らかに される よ う にな り
47〉、

生活習慣病 と もい

われる よ う にな っ た。

Breslow5）は、 成人を対象 と して、 9 年半の追跡調査の結果、（D

紙巻タバコ を吸わない、 ②規則的な運動、 ③適量の飲酒、 ④規則的

な 7 ～ 8 時間の睡眠、 ⑤適正体重の維持、 ⑥毎 日 朝食を と る、 ⑦間

食を と ら ない と い う 7 つの 日 常生活習慣を行えている者 と あま り 行

えていない者の間では死亡率に大き な差がある こ と と、 若年者は ど、

健康習慣の死亡率への関与が強いこ と を立証した。

また、 イ ギリ スの癌疫学者Dollら6）によ る と、 全悪性新生物死亡

に対する諸因子の寄与割合 と して、．食物が35％、 タバコが30％ と 見

積った と している。 このこ とは、悪性新生物の第1次予防と して食
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事 と 喫煙対策が重要である こ と を示唆している。

中で も、 喫煙は、1962年に英国王立内科医学会が「喫煙 と健康」

と い う 報告書を公表して以来ヨ5）、 わが国において も、 悪性新生物

を中心 とする成人病への危険因子 と して、成人病の第1次予防の面

か ら注 目 さ れて き てい る。

また、 喫煙は喫煙者のみに悪影響を与えるのではな く、 非喫煙者

に対して も、 肺がんをは じめ他のがんや、 呼吸器系疾患な どの相対

危険度を増大させる こ と があき らかに される よ う になった42）。 こ

れに伴って、 喫煙は一個人の問題ではな く、 集団や社会の問題にな

っ て き た。

現在、 日 本の喫煙者率は、 国民全体 と しては、 男性59．8％，女性13．

8％，男女平均では36．1％と過去最低を記録し全般では、 わずかなが ら

減少傾向にある52）。

こ の背景には環境面からのアプローチ と して列車での禁煙車の設

一匿や全国各地の地下鉄やJRの駅における、 禁煙タイ ムの設置14〉

や公共の場所での喫煙制限の浸透な ど15）の喫煙場所の限定に よ る

わずかな禁煙への移行があげられる。 しかし、 職場については大手

企業の約19％ しか分煙・禁煙対策が行われておらず44〉、 職場にお

いては、 人間関係な どの対立から く る困難さ もあ り、 これらの対策

に各人が主体的に取 り 組むこ と ができ る よ う な方策が求め られてい

ー
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る。 その1つに、 喫煙防止教育の強化な どがかかわっている と考え

ら れる。 こ の喫煙防止教育は、 主 と して、 小、 中、 高等学校での保

健の授業において、 喫煙を してはいけない未成年者を対象に進め ら

れてきている之4〉が、 その成果についてはまだ十分と は言い難い。

喫煙率を年代別にみる と男女と も20～30歳代の人では依然 と して高

率であるので52）、 2 0歳前後の特に社会人になる前の大学時代は

禁煙教育の重要な時期であ り、 充実強化 してい く 必要がある。 大学

時代以降では、何らかの禁煙プログラムを実施するに しても学校の

よ う な大集団が集ま る場所や機会が確保でき ないこ と79）や喫煙習

慣は、社会人に多く、習慣化される とニコチンの作用によ り 非常に

断ちに く▲い56）a9〉からである。
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第 2 章 関連文献の考証

第1節 大学生の喫煙に関する研究

Horn，Ⅰ）．1邑）は、 青少年・成人を対象に喫煙行動に関する多く の

調査を分析して、 喫煙習慣の過程を（1）喫煙行動の開始一（2）

喫煙行動の成立一（3）喫煙行動の持続一（4）禁煙・節煙行動の

4 段階に分けている。 こ の 4段階別に、 大学生を対象に した調査研

究を概観してみる と、 次のご と く であった。 まず、 安栄2〉は、 札幌

市内の大学生を対象 と して、 ＜喫煙行動の開始・成立＞の段階に着

目 して調査を行い、「最初に喫煙を経験する年令は18 才がピーク

であ り、 その多く の者は 2 年以内に習慣化する傾向がみられた。」

と 述べている。 また、 「2 0 才におけ る喫煙率や喫煙量は18 才の

それに比べて著 し く 増加していた。18 才頃（大学1年生頃）は一

種の解放感や好奇心から喫煙する者が多く、 た と え喫煙の有害性に

ついての知識はあって も、 それが禁煙意識あるいは行動に結びつ く

こ と は困難である。」と している。 村松ら4a〉 も男子大学新入生を

対象に、 喫煙習慣は高校 2 年から大学1年にかけて習慣化 してお り、

こ の時期での喫煙防止教育や同時に家庭におけ る子供の喫煙に対す

る両親の態度が重要である と している。 また、 渡辺90〉 も国立大学

学生を対象に、「喫煙開始が18歳以降に集中 しているため、 大学

入学後でも喫煙防止教育は有効である と思われる」と している。 そ
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して、 皆川 ら40）は国立大学の学生に、 生涯の喫煙習慣を支配する

学生時代の喫煙意識・行動について調査を行い「喫煙開始時期は大

学入学後が最も高率であ り、 こ のこ と は新入生の段階で禁煙教育を

行 う こ と に遅すぎる こ と はな く、成人病の予防の面から きわめて重

要で、 喫煙流行の一つの歯止めになる もの と考え られた。」と述べ

ている。 これらの調査結果から、 大学生は入学後にタバコ を覚える

ものが多く、 大学生に対して も喫煙防止教育が必要であ る。 喫煙者

に と っては、 ニコチンによ る身体依存が強 く なる前の時点での禁煙

教育 を行い禁煙 させる こ と は重要であ る こ と が明かであ る。

次に、 ＜喫煙行動の持続＞の段階に着 目 した調査研究の成果を概

観する と次のご と く である。 多々 納ら85〉 は福岡市内の私立及び国

立の男子大学生を対象に して、 喫煙行動を規定し形成（持続）して

い る社会的・心理的変数の関与について、一迫跡調査を行った結果、

「喫煙行動に対して重要な影響力あるいは規定カをもつ変数と して－、

特に情緒的・感情的・表出的な成分を中心 とする喫煙に対するイ メ

ージ（態度）及び信念や、
友人を 中心 とする重要な他者な どが重視

さ れるべき こ と が明 らかに さ れた」と している。 そ して「こ の こ と

は、 従来の喫煙防止教育、 つま り 規範的あるいは認知的側面を中心

と した考え方に対して、若干の再考を促すもの と なる と と もに、 健

康問題に関する社会科学的アプローチの今後の必要性と 可能性を示
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唆する ものである と いえよ う。」と述べている。 また、 田中 ら82〉

は、 広島市内の女子短期大学生を対象に して、 喫煙に関する意識・

態度、 主体、 生活について総合的な面から 喫煙習慣の形成（持続）

に関与する要因 と して、 喫煙習慣形成には喫煙をする姿に対する憧

れ、 飲酒、 スポーツ、 嫌煙権、 女性に対する喫煙態度な どを見い出

している。 また、 「スト レスのはけ 口 と しての気分転換の方法が喫

煙習慣 と 密接に関連 してお り、 精神的健康の維持、 増進のために適

切な気分転換の方法が必要であ り、 洒やタバ コ にスト レス のはけ 口

を求めな く て もすむ生活を してい く こ と が大切である。 そのために

は 目 的意識を も った生活ができ る よ う、 家庭において も学校におい

て も充実が望まれる。」と 述べている。

これらの調査結果から、 喫煙習慣の持続には態度（信念）が関わ

っ てい る こ と が 明かであ る。

次いで、 ＜禁煙・節煙行動＞の段階に関 しては大学生を対象 と し

た調査研究ではは と ん ど行われておらず、 江口 ら7〉の女子短大生を

対象 と した もののみで、 喫煙経験者の中で、 喫煙が習慣化 している

者 と 喫煙を中止した者の知識の違いは、 胎児への影響 と受動喫煙の

知識 と の関連であった と している。

こ のよ う に、 大学生を対象 と した調査研究は喫煙が成立する点に

ついて着 目 されている研究が多く、 禁煙者については対象者の数も

－
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少 ないこ と もあげられるが注 目 されていない と いえる。

次に、 喫煙行動の開始から禁煙・節煙行動の全段階について着 目

した調査研究 と して、 芹沢ら69）の静岡県内の女子大生を対象 と し

た ものがある。 これによ る と、 喫煙の開始から禁煙対策に至る まで

を考察した結果、 女子大学生の場合は習慣がつ く 前の段階での喫煙

の有害性を充分に理解させる こ と と、 タバコ病の発生要因はタバコ

の吸い方や環境や 日 常生活が総合的に影響している こ と な どを合わ

せて理解させる こ と が絶対必要である と している。 また、 野原 ら54〉

も健康科学を学ぼ う とする大学1年生を対象 と した調査で、 分煙か

ら禁煙へ と い う 過程に着 目 し、 そ こ には喫煙タイ ブが関係してお り、

大学入学後の分煙・禁煙教育を健康・思いや り・火灸予防な どの視

点から繰 り 返すこ と によ って、 意識・態度の変容を促すこ と への望

みが実証された と見る こ とができ る と述べている。

以上のこ と から大学生を対象と した喫煙習慣形成に関する調査研

究は喫煙行動の開始・成立・持続 といった段階については多く な さ

れているが、 禁煙・節煙の段階については皆無に等しい。 喫煙習慣

への移行が強ま る時期にある大学生に対し、 非喫煙者を主たる対象

と した喫煙防止教育や禁煙者ない し、 喫煙習慣者に対する禁煙教育

を、特に節煙や分煙、禁煙の過程に着目 して行 う こ と は大きな意味

が あ る こ と と 考え られる。

ー
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第 2 節 成人の禁煙に関する研究

禁煙ないしは、 喫煙対策の健康教育的アプローチの1つ と して、

喫煙行動の変容過程に視点をあてる と、 この点に関 して川畑ヨ3）は

「①習慣喫煙者の喫煙を中止させ喫煙者に戻らせない②喫煙経験者

が習慣喫煙者になるのを防ぐ③非喫煙者が喫煙者になるのを防ぐ、

の 3 つに大別 される」そ して”成人に対しては特に喫煙者に 自発的

節煙または禁煙のための働き かけをする こ と が重要である”と して

い る。

又、 小川 ら57〉 は禁煙過程には「①禁煙への関心②禁煙実行③禁

煙維持④禁煙成熟」の 4 段階に区分される と している。

そ こ で、 大学生にはみられなかったが、 成人を対象 と した禁煙に

関する研究についてみてみる と小川 ら5a〉 が禁煙講習会の受講者を

対象に、 事前調査な らびに追跡調査を行い、 指導成績な らびに禁煙

正否の関連要因を検討し、 その結果「本人の禁煙に対する周囲の人

々 の態度が強 く 関連し、 中性的（無関JL、）の場合に成功率が高いこ

と、 自 己評価の高い者が成功 しやすい傾向にある こ と がわかった。

と している。 また小川 ら60）は禁煙群と 喫煙群の関連要因を調査し、

その結果「禁煙者は健康意識が高 く、 神経質、 内向的性格傾向にあ

り、社会的地位が高い。 また、禁煙年数に と もなってコーヒ ー習慣

－
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は低下するが、飲食習慣は強ま り、甘いもの、果物を好む傾向にあ

る。」と している。 そ して、 川上らヱT〉 も成人男子を対象 と して、

禁煙行動に関わる要因について調査した結′果「喫煙者の禁煙は多く

短期的で中断してお り、 喫煙年数が長いほどこの傾向が大きい。 禁

煙時の離脱症状程度は喫煙年数、 喫煙本数 と 関連がある。」と して

い る。 七田 ら71）は老人を対象 と した禁煙行動の調査では、 病気を

した こ と を理由に禁煙をする者が多かった と し、 米国健康教育部会

で8a）は禁煙の成否は禁煙動機の強 さ、 禁断（離脱）症状の程度、

性格、 飲酒習慣、 周囲の喫煙者な どに左右 される と している。 そ し

て、 伊野津らユ0）も成人を対象 と して、 喫煙指導を行った場合の喫

煙行動の変容に及ぼす禁煙指導前の各対象者の背景要因を明 らかに

し、 その結果「職場における健康教育の一環 と して禁煙指導を行 う

さ いには個人の生活行動特性を無視した喫煙の害の強調や喫煙に関

する認識の教育を行って も高い禁煙成功率は望めな く、 まず第一に

健康意識の高揚、 運動の励行を 目指 した健康指導が重要である。」

と してい る。

これらの調査はいずれも禁煙を成否 とい う 点に着目 してお り、 こ

れ らは禁煙の過程の中で も禁煙の維持や成熟と い う視点である と考

え られるが、 明確ではない と いえる。

しかし、 Rosen ら64）は主 と して心理的な要因について喫煙中断

－
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行動の段階別の分析を行い、 その開始には 自尊心が、 維持の段階で

は喫煙中断への欲求 と 健康意識 と が関与する と い う よ う に、 各段階

で異なった要因の関連がみられる こ と を指摘している。 また、 川上

ら2a〉 は成人男子を対象 と して喫煙中断行動の動機づけ・開始・継

続・維持に関与する各要因について検討を行い、 禁煙時間や禁煙区

域の設定と いった職場における喫煙制限に対して、 長期喫煙中断群

・禁煙群にな
る ほ ど賛成意見が多く、 喫煙中断行動の動機づけ と 開

始に関わる要因 と して、 喫煙制限に賛成する こ とや運動習慣があげ

られる。 そ して、 禁煙中断に対する各要因の関与は中断期間に よ っ

て区分された各群の間で異なる傾向を示すので、 今後の禁煙教育の

場においては各人の喫煙中断行動の段階にあわせた指導の方法が必

要であ る と している。 こ の様に禁煙の関心（動機づけ）や開始 と い

う点について着目する と 自尊心や喫煙制限意識などのよ うに意識面

が大き く 関わってお り、 これらの意識を高める こ と によ り 禁煙への

関心が始ま り 禁煙成熟の方向へ向かってい く こ と が考え られる。

第 3 節 分煙について

前節で喫煙制限意識が禁煙への関心や開始に関わる こ と について

述べたが、近年では喫煙対策の中で、直接的な喫煙対策の喫煙場所

の制限（公共機関，職場，学校）を分煙と しており78）、 わが国の

－10
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喫煙対策は禁煙、 防煙（青少年の喫煙防止）、 分煙を 3 本柱 と して

進め ら れつつあ る61）。

そ こで、 分煙についてみてみる と、 古 く は福田 ら10〉 が 日 本では

比較的新しい喫煙抑制の対策である、 病院の待合室な どでの喫煙抑

制、 列車、 航空機な どの公共の乗物内での喫煙抑制を喫煙コ ント ロ

ール と 呼んでいる。 そ して、 分煙 とい う 言葉で用いられたのは、 埋

忠ヨ邑〉 が、 分煙 と い う のは、 タバ コ を吸 う 人 と 吸わない人をはっ き

り 分けて しま う こ と であ り、 た と えば公共の施設である と か、 乗 り

物であ る と か、 職場であ る と い う よ う な と こ ろで、 はっ き り と 分け

て る こ と である。 こ の こ と に よ って、 少な く と も非喫煙者に対 して

非喫煙者の権利 と健康を守ってい く と い う こ と が可能なのではない

か と考え られる と している。 そ して、 平山16〉 は分煙について「他

人の吸 う煙を吸わない と い う 喫煙者の権利を具体化するために、 職

場、 輸送機関、 レスト ラ ン、 病院、 公共の機関な どで、 喫煙者 と 非

喫煙者を互いに隔離する方策を分煙」と している。 斉藤ら7〉 は職場

の分煙について「喫煙場所を決め、 それ以外の場所を禁煙 とする こ

と」と している。 また、 浅野3）は分煙について米国における、 別個

の換気システムを採用 して喫煙者と非喫煙者を物理的に分離する（S

egregatio皿）こ
と を分煙と して と ら えている。 島尾72）は、 喫煙対

策の中 には防煙、 止煙、 分煙、 禁煙な どがあ り、 分煙については
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「社会の中に当分はかな り の喫煙者がいる こ と を前提に、 非喫煙者

を受動喫煙か ら守る ために喫煙者 と 非喫煙者を分離 し、 分離が困難

な公共の場所や輸送機関内では喫煙を禁止する こ と も重要な対策 と

なって く る。」と している。 これらのこ と から分煙の概念について

考える と、 喫煙者を対象に場所に視点をおき 喫煙者 と非喫煙者を分

離（隔離）する こ と である と いえ る。

こ のよ う に分煙は喫煙者に視点をおいているが非喫煙者を対象と

して伊佐山22）は「嫌煙権 と は非喫煙者の意志に反 して他人のタバ

コ
の煙を受動的あるいは間接的に吸わされる結果、 かな り の健康障

害を受ける点に着 目 し、 これをタバコ公害 と位置づけて、 非喫煙者

の健康と命を守るために、 公共の場所や共有の生活空間での喫煙規

制を訴える権利主張である。」と嫌煙権 とい う 言葉を用いてお り、

田中 ら82〉 は嫌煙権について「嫌煙権に対する反対は間接喫煙（受

動喫煙）の有害性に対する意識の低さである と 同一時に、 他人のこ と

や社会全体のこ と を考える こ と のでき ない、社会的健康度の低さの

反映と考え られる。 したがって、今後の健康教育の中で、受動喫煙

の有害性を含めた喫煙の有害性と 喫煙の習慣性を中心 と した禁煙教

育が望まれる。」と している。 これらの喫煙抑制や喫煙制限は、Hi

rayamalT）による受動喫煙の影響が明かなったために、行われたも

のであ り 非喫煙者を対象と した ものである と考え られる。
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しかし、 喫煙制限に対して、 平山15〉 は「米国やオースト ラリ ア

では一般の人々 の喫煙率も公共の場所で．の喫煙制限が徹底するに従

い著 し く 低下 して き た。」 と し、 三宅 ら4ヨ） も喫煙制限について

「公共の場所の喫煙抑制は非喫煙者や喫煙者の生理的・心理的影響

が配慮されての こ と であろ う が、 そのために喫煙量が減少する な ら

ば、 喫煙者のために もなろ う。 職場で も非喫煙者に影響を与えない

よ う な配慮が望まれる。」と してお り、 喫煙制限は非喫煙者のため

だけではな く、 喫煙者に対して も大き な意味を もっている こ と が考

え ら れる。

また、 小川61）は、 公共輸送機関や公共場所の分煙措置は比較的

進んでいるが、 職場では人間関係上の問題もあってか進展していな

い と してお り、 木村ヨ1）は、 欧米諸国ではかな り 厳 しい法律に よ っ

て喫煙を規制 している と こ ろ もあるが、 法律によ って規制するのが

最良の策であろ う か と分煙についての問題点を示している。 また、

田 中81）は、 嫌煙を主張する人々 の多 く は健康を意識する前に、 け

むい、 衣服に臭いがつ く な ど と いった情緒的な拒否反応を持つ人々

が多く、 喫煙者 と の対立を招いている 問題 もある。 こ れ らの こ と か

ら、 分煙を場所のみに視点を置いた ものではな く、 こ の問題の解決

策 と して分煙 とい う ものを喫煙者 自身の行動、 すなわち“分煙行動

”

と い う 面から と ら えてい く こ と も必要である と考え られる。 こ の
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こ と について、 佐藤6ら〉 は「一般に人の集ま る閉鎖された と こ ろで

は な く、 人の少ない開放的な と こ ろで吸 う と か、 特定の決め られた

場所で喫煙する こ と」を分煙 と して と ら えている。 ま た、 田 中81〉

は、 受動喫煙の問題を考える限り、 他人に迷惑をかける よ う な喫煙

はすべき ではない と し、一 吸 う と き の場所、 他者 と の関係を考えて、

エチケ ット を守って吸 う こ と が大切であ り、 タバコ も含めて保健行

動は、 他人が、 強制する ものではな く、 自立的な もので、 健康教育

は、 これをわき ま えて実行するべき であ る と している。

したがって、 本研究では、 分煙を行動 と い う 側面から と ら えた も

の を“分煙行動”と して、 喫煙者 と 非喫煙者を分ける と い う こ と で

はな く、 喫煙を他人への配慮を もって吸い分け られる行動 と して考

え られる。 そ して、 喫煙者は、 主体的に他人に迷惑をかけないよ う

な喫煙をする こ と が肝要であ る と いえ る。
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第 3 草 本研究の 目 的

成人病の予防や生涯にわた る健康づ く り を身につけるための1つ

と して喫煙を取り 上げ、 喫煙年数が比較的短く、 ニコチンによ る身

体依存が弱い大学生に対し、 近年、 公共の場所な どを中心 と して喫

煙空間な どを制限する分煙対策を行動的側面からみて、 禁煙教育の

1つの手段 と して‘‘分煙行動”を と り あげた。 そ こ で、 大学生の分

煙行動に関わる要因を知識・意識・行動・環境・性格面から検討 し、

主体的に分煙行動を引 き 出す上で有効な要■因を明 らかに し、“分煙

行動”と 喫煙をする時の他者への配慮や喫煙規制に対する意識や社

会性のある行動や禁煙の要因 と の関連について検討し、 禁煙教育の

資料を得る こ と を 目 的 とする。
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第 4 章 方 法

第1節 調査対象

対象は関東圏内のA大学、 B大学、 C大学、 D大学、 E大学、 F

大学の 6 大学の男子大学生 2，200名、女子学生1，086名の計 3，286

名 を対象 と した。

各大学の概要についてはA大学は千葉県内の私立大学でスポーツ

健康科学部、 体育学部、 医学進学課程がある大学である。 B大学は

東京都内の私立大学で体育学部のみある大学である。 C大学は東京

都内にある私立総合大学で文学部、 農学部、 工学部がある キャ ンパ

ス である。 D大学は東京都内にある私立総合大学で文学部、 法学部、

医学進学課程があるキャ ンパスである。 E大学は群馬県内にある 国

立大学で教育学部、 工学部、 医学進学課程がある大学である。 F大

学は群馬県内にある私立大学で経営学部、 商学部のある大学である。

第 2 節 調査方法

19 9 3 年 6 月 21日 ～ 7 月15 日 にかけて、 自作の調査表 と東

大式エ ゴグラム（T E G）を用いて保健理論の授業時に無記名 によ

る アンケート調査を実施 し、 その場で回収を した。

第 3 節 調査内容
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調査表及びT E Gは付録に示した ものである。

＜主な調査内容＞

属性、 喫煙状況、 分煙状況（駅、 大学、 喫煙制限されていない場

所での分煙行動）

主体要因 と して

①知識面：喫煙についての知識テスト（10項 目）

②意識面：将来の禁煙意識及び理由、 喫煙所での喫煙理由、 喫煙

に対する意識（14項 目）、 喫煙制限に対する意識（7

項 目）

③行動面：喫煙制限されていない場所での喫煙行動（6項 目）、 喫

煙タイ ブ、 日 常生活行動（11項 目）

④性格面：東大式エ ゴグラ ム（T E G）

環境要因 と して

①住居

②友人関係

なお、 調査表の作成にあたっては千葉県内1校、 東京都内1校の

2 大学の男子大学生50名 を対象 と して、 検討を行い本調査を行った。

※主体要因の中の喫煙タイ ブ、 東大式エゴグラ ムについての説明を

以下に示す。
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喫煙タイ ブ：Russel165〉 は喫煙習慣の依存形成モデルを提唱 し喫

煙習慣は心理社会的喫煙一感覚運動的喫煙一快楽的喫煙一鎮静的喫

煙一刺激的喫煙→耽溺的喫煙一 自動的喫煙の順に喫煙習慣が精神依

存から身体依存へ進展 してい く と している。

エ ゴグラ ム：交流分析では74）人はみな、 3 つの 自 我状態があ る

と している。 それ ら は「親の 自分（Parent P）」 「大人の 自 分

（Adult A）」 「子 ど もの 自分（Child C）」で、 こ の 3 つを 自

我状態 と 呼ぶ。 f〉 は幼い時に親から教え られた態度や行動の部分で

あ る。 Aは事実に基づいて物事を判断しよ う とする、 いわば理性 と

いった部分である。 Cは子ど ものこ ろの状態のよ う に、 本能や感情

そのま まの部分である。 P， A， C は全体 と してま と ま ってバラ ン

ス を保っているのが望ま しいのであるが、 人によ っては、 そのいず

れかが強 く 反応する。

そ こ で、 自分の P， A， C の姿を、 よ り はっ き り と知る ために、

こ れを数量化 して、 自 己分析図を描いた ものがェ ゴグラ ムである。

こ の際には、 P を父親のよ う に批判的な CriticalParent C P と、

母親のよ う に養育的な Ⅳurturing Parent N P に分ける。 また、 C

を も って生まれたま ま の 自 由な Free Cbild F C と、 「イ イ子チヤ

ン」になろ う とする順応 したAdapted Cbild A C に分け、 Aは分け

ないので合計 5 つの 自我状態への心理的なエネルギーのわ り ふ り を
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視覚的につかも う とするのである。
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第 5 章 結 果

第1節 対象者の概要

分析に当た り、 無回答の項 目 の多い者は分析対象から除いた結果、

男子 2，055人（有効回答率93．4％）であった。 さ ら に、 女子につい

ては喫煙者が10．0％ と少なかったので、 分析対象からはずし、 以下

男子について検討する。

（1）年齢構成

年齢構成については表1に示した と お り である。 最も多かったの

は 2 0 歳で32．0％、次いで19 歳26．4％，21歳19．5％ で全体の77．9％を

占めていた。19歳から 21歳は大学生ノでも 2年及び 3 年が中JL、で

あ る こ と がいえる。 また、 成人と未成年の割合は成人が59．8％、未成

年が40．2％ と成人が 6 割が占めていた。

（2）所属大学

対象者の所属大学については表 2 に示した と お り である。 最も多

かったのは私立体育系大学の B大学で30．5％、次いで私立総合大学の

C大学が26．3％、私立総合大学のD大学が19．3％、でこの 3 大学で全体

の76．1％ を しめた。
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（3）所属学部

対象者の所属学部については表 3 に示 した と お り であ る。 こ の 中

では体育学部が41．8％ と最も多く しめてお り、 次いで工学部18．3％、

経済学部11．4％、文学部10．9％ で全体の82．2％を しめた。 また、 文科系、

理科系、 体育系別にみる と体育系が41．8％ と最も多く、 次いで文科

系（経済・文学・法学・経営・教育）が34．3％ 理科系（工学・農学

・医学）が23．9％
と い う 結果 と なった。

（4）住居の場所

対象者の住居の場所については表4 に示した と お り である。 調査

対象者の地区が関東圏内であ り、 76．6％ の者が住宅地帯に住んでい

た。 ま た、 団地地帯も9．1％であ り、 対象者は比較的都市の中に住ん

でいた。

（5）住居形態

住居形態については表 5 に示した とお り である。 自宅が43．1％、ア

パート が39．3％、下宿（間借り を している者）は6．8％、その他は1．5％

で あ っ た。

（6）同居者

ー
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同居者については表 6 に示した とお り である。 同居者については

1人で暮 ら している者が45．1％、家族 と 暮 ら している者が45．5％ で全

体の90．6％ を 占めていた。

（7）1カ月 の こ づかい

自 由に使える1カ月 の こづかいは、 平均で34，721円であった。

た、 最小額は0円、 最高額は200，000円であった。

（8）主観的健康感

主観的健康感については表 7 に示した と お り である。 最も多かっ

たのは「ま あ健康」で60．2％、次いで「非常に健康」 27．3％と主観的

に健康である と思っている者は全体の87．5％ であ り、 対象者は主観

的健康感が高いこ と が う かがえた。

第 2 節 喫煙状況

（1）喫煙率

「あなたは現在タバコ を吸っていますか」と質問 した結果、 喫煙

率は表 8 の と お り であ る。 最 も多かっ たのは「吸っ た こ と がない」

と い う 非喫煙者が45．0％、次いで「ほぼ毎 日 吸 う」と い う 常習喫煙者

が44．2％ であった。 また、「時々（月1回以上）吸 う」と い う 非常
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習喫煙者は4．3％であった。

（2）喫煙本数

1日 の喫煙本数を聞いた結果は表 9 に示した とお り である。 最も

多かったのは1日 に16 ～ 2 0本吸 う 者が35．1％、次いで11～15

本19．4％ と 喫煙本数が11～ 2 0本の者が全体の54．5％ を占めた。

ま た、10 本以下は32．2％、21本以上は13．3％ であった。

（3）禁煙経験

禁煙経験、禁煙回数及び禁煙理由については表10 に示した とお

り である。 禁煙経験のある者は61．7％ と 喫煙者の半分以上の者であ

った。 そ して、禁煙者に対して禁煙回数を聞いた と こ ろ、最も多か

ったのは
2 ～ 5 回で56．8％、次いで1回が29．3％ と全体の86．1％ を占

め、 大体の者が禁煙回数は 5 回以下であった。

また、 禁煙理由については複数回答であったが、 最も多く あげら

れた理由は「健康に悪い」で54．7％、次いで「経済的理由」27．0％、

「意志力を試す」24．2％、「家族・知人の注意」16．0％ の項 目 が高率

であった。 「その他」については12．1％ であったが こ の内容につい

ては「何 と な く」、 「自分の運動競技に影響するか ら」な どであっ

た。
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（4）将来の禁煙意識

将来の禁煙意識及びその理由については表11に示 した と お り で

あ る。

将来の禁煙意識に対し最も高率であったのは「できればしたい」

50．4％、「絶対したい」22．7％ と全体の73．1％ の者が禁煙意欲がある

こ と が う かがわれた。 また、 「絶対 しない」と い う 者 も12．9％ みら

れた。

将来の禁煙理由について、 最も多く あげられていたのは「健康に

悪い」で66．6％、次いで、「経済的理由」20．9％、「周囲の人の迷惑」16．

5％が高率であ っ た。 「その他」は2．6％であっ た。 そ の他の理 由 は

「将来の子供のために」、「何 と な く」であった。

第 3 節 分煙状況

（1）分煙行動 表12

a）駅におけ る分煙状況：「あなたの利用 している駅に禁煙場

所や禁煙タイ ムがあ り ますか」と い う質問に対し、 ある と答えた者

884名 を対象 と して、 駅での分煙状況を検討した。 こ の制限された

駅での喫煙行動において、 禁煙場所では「吸わない」と い う 者は、

568人（64．2％）であ り、 こ の者を「駅での分煙群」（以下、 駅分
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煙群とする）と した、「吸 う 時もある」と い う 者は、 249人（28．2

％） であ り、 こ の者を駅での分煙時々 群（以下、 駅時々 分煙群 とす

る）、「吸 う」と い う 者は、 67人（7．6％）であ り、 こ の者を駅での

非分煙群（以下、 駅非分煙群 とする）と した。

b）大学における分煙状況：「あなたの大学には決め られた喫

煙場所があ り ますか」とい う質問に対し、 ある と答えた者 882名 を

対象 と して、 大学での分煙状況を検討した。 こ の制限された大学 と

い う 場所での喫煙行動において、「喫煙場所で しか吸わない」とい

う 者は、136人（15．4％）であ り、 この者を大学での分煙群（以下、

大学分煙群 とする）と した、「多く の場合は喫煙所で吸 う が、 そ こ

以外で も吸 う 時がある」と い う 者は、 578人（65．5％）であ り、 こ

の者を大学での分煙時々群（以下、大学時々分煙群とする）、「喫

煙場所で吸う よ り も他の場所で吸う こ とが多い」という者は、16女

人（19．1％）であ り、 この者を大学での非．分煉群（以下、大学非分

煙群とする）と’した。

（2）主体的分煙行動 表13

a）駅分煙群における主体的分煙状況：分煙行動はでき ている

が主体的に行っているか否かをみるために、 まず、 駅で分煙行動が
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でき ている者（駅分煙群568 名）を対象 と して、 喫煙制限が されて

いない所での喫煙行動の中で「人の迷惑にな ら ない所ま で行っ て吸

う」と 回答 した者を主体的に分煙行動を行っている者 と した。 こ の

質問に対し、「よ く ある」とい う 者は18．8％（以下、 駅主体的分煙

群 とする）「時々 ある」とい う者は 49．6％（以下、駅主体的時々分

煙群 とする）「ない」と い う 者は 31．5％（以下、 駅非主体約分煙群

と する）であっ た。

b）大学分煙群における主体的分煙状況：次に、 大学で分煙行

）

動ができ ている者（大学分煙群136 名）を対象 と して、 駅での主体

的分煙行動と 同様の方法で分類した。 その結果、大学分煙群におけ

る主体的分煙群は、26．5％ （以下、大学主体的分煙群とする）、大

学分煙群における主体的分煙時々群は、 47．8％ （以下、 大学主体的

時々 分煙群 とする）、 大学分煙群における非主体的分煙群は、 25．7

％ （以下、 大学非主体的分煙群 とする）であった。

第 4 節 分煙行動 と 関連要因

駅や大学な どで喫煙制限されている場所での分煙行動を知識・意

識（禁煙理由、 喫煙所での喫煙理由、 喫煙に対 しての意識、 喫煙制

限に対 しての意識）・行動（喫煙行動、 日 常生活）・環境及び性格
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と の関連について検討 した。

（1）分煙行動 と 喫煙に関する知識

分煙行動 と 喫煙に関する知識（喫煙の身体に与え る影響やタバコ

の成分や喫煙に関する法律等の10 項 目） と の比較を行った結果、

表14 に示 した と お り である。 正解率を見てみる と「副流煙の害に

ついて」は、 各群 と も約 8 割の者が正解してお り、 反対に、「血圧

や皮膚温の変化」については、 各群 と も約1割の者しか正解してい

なかった。 そ して、 有意差があった項 目 は、 大学での分煙行動の中

の「ニコチンの害」についての1項 目 のみであった。

（2）分煙行動と 喫煙の意識

a）分煙行動 と禁煙理由：分煙行動 と禁煙理由については表1

5 －1の と お り であった。 有意差のあった項 目 についてみてみる と、

駅での分煙行動においては、 禁煙理由 と して、 「経済的理由」、

「医師の注意」であっ た。 ま た、 大学での分煙行動において は、

「医師の注意」、 「意志カを試す」の 2 項 目 に関連がみられた。 こ

の 中で も、 特に「意志カを試す」では、 各群での比率の検定を行っ

た結果、 大学分煙群は9．9％と大学時々分煙群28．8％ や大学非分煙群

26．0％と比べ回答する者が低率であった（pく0．01）。

次に、 分煙行動 と将来の禁煙意識及びその理由については表15
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－ 2 の とお り であった。 将来の禁煙意識は、 駅・大学両方の分煙行

動 と 関連がみられた。 そ して、 各群での比率の検定を行った結果、

駅分煙群は、 非分煙群に比較し、 「無理だろ う」と い う 者が、 駅非

分煙群が25．4％ であるのに対し駅分煙群が12．2％ と少なかった（pく0．

05）。 また、 大学分煙群では大学非分煙群に比較し「絶対したい」

と 回答する者が29．6％ と 高率であった（Pく0．05）。将来の禁煙理由に

ついて、 駅での分煙行動では「健康に悪い」を理由にあげる者が多

く、 各群 と も 6 割以上であった。 また、 大学での分煙行動で も「健

康に悪い」を理由にあげる者が各群 と も 6 割以上であった。 そ して、

有意差がみられた項 目 は、「タバコがまずく なった」、「周囲の人

の迷惑を考えて」の 2 項 目 であった。 こ の中で も、 「周囲の人の迷

惑を考えて」は、 比率の検定を行っ た と こ ろ大学分煙群が25．9％ と

回答する割合が高率であった（Pく0．01）。

b）分煙行動と 喫煙所での喫煙行動理由：分煙行動 と 喫煙所での

喫煙行動の理由については表15 －

3 の と お り であった。 まず、 駅

での分煙行動で有意差の見 られた項 目 は、「他人の迷惑を考える」、

「他人の健康を考える」、「禁煙場所だから」、「他人に嫌な顔な

どを されるから」、「禁煙所で も吸っている人がいるから」、「喫

煙場所か否か、 気に しない」、「喫煙は個人の 自 由だから」、「タ
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バコの吸いが らが落ちているから」、「家族・知人の注意」の 9 項

目 であった。 これらの項 目 について比率の検定を行った結果、 特に、

「他人の迷惑を考える」、「禁煙場所だから」の項 目 においては、

8 割以上の者が理由 と してあげていた（f）く0．01）。また、「喫煙は個

人の 自 由だから」では、 駅非分煙群の 6 割の者が理由 と してあげる

者が多かっ た（p，0．01）。次に、 大学での分煙行動では「他人の迷惑

を考えて」、 「他人の健康を考えて」の 2 項 目 と の関連がみ られ、

こ れら も大学分煙群の 8 割以上の者が理由にあげる者が多かった。

c）分煙行動 と 喫煙に対しての意識：分煙行動 と 喫煙に対しての

意識については表15
－ 4， 5 の とお り であった。 まず、 駅での分

煙行動では「喫煙は個人の 自 由であ る」、 「人の集ま る場所は喫煙

制限すべきだ」、「子供や妊婦の前では吸 う べき ではない」、「タ

バコはフ ァ ッ シ ョ ンやアクセサリ ーに もなる」の 4 項 目 と 関連がみ

られた。 こ の中で も」「子供や妊婦の前では吸 う べき ではない」で

は、 駅分煙群の82．4％ が「と て も思 う」と している。 また、 「タバ

コ はフ ァ ッ シ ョ ンやアクセサリ ーに もなる」においては駅分煙群が

9．0％、駅時々 分煙群が12．0％ 駅非分煙群が23．9％と多く なっている。

次に、 大学での分煙行動では「喫煙は個人の 自 由である」、「人の

集まる場所は喫煙制限すべきだ」、「未成年者は喫煙すべきでない」、
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「成人男子は喫煙して も よい」、「自動販売機での販売をやめるべ

き だ」の 5 項 目 と 関連がみ られた。 こ の中で も、 「人の集ま る場所

は喫煙制限すべきだ」においては「と て も思 う」と 回答する者が大

学分煙群は他の群 と 比べ39．7％ と 高率であっ た（Pく0．01）。ま た、

「喫煙は個人の 自 由である」では、 大学非分煙群が28．6％（pく0．01）、

「成人男子は喫煙して も よい」は、 大学非分煙群が51．8％と 高率であ

っ た（pく0．01）。

d）分煙行動 と 喫煙制限場所に対しての意識：分煙行動 と 喫煙

制限場所に対しての意識については表15
－ 6 の とお り であった。

まず、駅での分煙行動では、各群と も「病院」、「JRや私鉄の駅」

において約 4 割の者が禁煙所を増やすべき だ と考えていた。 そ して、

有意差がみられた項目は「JRや私鉄の駅」、「通っている学校の

教室」、「食堂・レスト ラ ン」の 3 項 目 であった。 次に、大学での

分煙行動でも、「病院」、「JRや私鉄の駅」での喫煙規制意識が

高 く、「病院」、「通っている学校の教室」の 2項 目 に関連がみら

れた。

（3）分煙行動 と 日 常生活行動

a）分煙行動
と1日 の喫煙本数：分煙行動 と1日 の喫煙本数に
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ついては表16 －1の と お り 駅・大学両分煙行動 と 関連がみられた。

駅での分煙行動では、 駅分煙群は、 他の群 と比べ、1日 の喫煙本数

が1～ 5 本の者が17．4％ 有意に多く（pく0．01）、逆に喫煙本数が 21

本以上の者は、 駅非分煙群の28．4％ に対 し11．9％ と少なかっ た（pく0．

01）。 次に、 大学での分煙行動では、 大学分煙群は、 他の群 と比べ、

1日 の喫煙本数が1～ 5 本の者が26．9％ と有意に多く（pく0．01）、逆

に喫煙本数が 21本以上の者は、 大学非分煙群の19．6％ に対 し、 5．

2％と 少なかっ た（Pく0．01）。

b）分煙行動 と 喫煙タイ ブ：分煙行動 と 喫煙タイ ブ と について

は表16
－ 2 の と お り であった。 駅l大学両分煙行動の各群 と も、

鎮静的喫煙タイ プ、 快楽的喫煙タイ プに 6 割以上の者が肯定してい

た。 そ して、 有意差がみ られた項 目 は、 駅での分煙行動では、 耽溺

的喫煙タイ ブ「しば ら く 吸わないでいる と タバ コ に飢えて苦 しい」

と 自動的喫煙タイ プ「まだ灰皿に火のついたタバコがあ るのに気付

かず次のタバコ に火をつけている」、 「無意識の う ちに火をつけて

しまい、 気がついた ら タバコ を吸っている」の 3 項 目 であ り、 特に、

耽溺的喫煙タイ ブは、 非分煙群の59．7％ の者が肯定していた。 大学

での分煙行動では、 快楽的喫煙タイ プ「椅子に深 く 座ってタバコ を

楽 しめ る 時 しか普段吸わない」と 心理社会的喫煙タイ ブ「他の人 と
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一緒にいる時に吸 う こ と が多い」の 2 項 目 であった。

c）分煙行動 と 喫煙制限されていない場所での喫煙行動：分煙

行動 と 喫煙制限が何も されていない場所での喫煙行動については表

16
－

3 の と お り 駅での分煉行動では 4 項 目、 大学では 6 項 目 と の

間 に関連がみ られた。 こ れ ら の項 目 について比率の検定を行っ た結

果、 駅での分煙行動では、 駅分煙群は、 駅非分煙群に比べ、 「喫煙

してよい場所かど う か確認してから吸 う」の項 目 において、「よ く

あ る」 と い う 者が47．4％ 有意に多 く（pく0．01）、反対に、 「近 く に人

がいて も吸 う」（Pく0．01）「歩き なが ら吸 う」（f）く0．01）「吸いが ら を

投げ捨て る」（Pく0．01）の項 目 においては、 駅非分煙群の 6 割以上の

者が「よ く あ る」と 回答 していた。 そ して、 大学での分煙行動では、

大学分煙群は、 大学非分煙群に比べ、「タバコの灰や吸いが らは灰

皿にいれる」（pく0．01）、「人の迷惑にな らない所まで行って吸 う」

（pく0．01）、「喫煙して よい場所かど う か確認してから吸 う」（Pく0．0

1）の 3 項 目 において、 「よ く あ る」と い う 者が多く、 反対に、 「近

く に人がいて も吸 う」（Pく0．01）「歩き なが ら吸 う」（pく0．01）「吸い

が ら を投げ捨て る」（pく0．01）の項 目 においては、 5 割以上の大学非

分煙群が「よ く あ る」と 回答していた。
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d）分煙行動 と 日 常生活：分煙行動 と 喫煙行動を除いた他の 日

常生活については表16 － 4 の とお り であった。 まず、 駅での分煙

行動では、 「運動習慣」、 「自動車に乗る と き のシ⊥トベルト」、

「アルバイト」の 3 項 目 と 関連がみられた。 これらの項 目 について

比率の検定を行った結果、 駅分煙群は、 他の群 と比べ、「自動車に

乗る と き のシートベルト」の項 目 において、「必ずする」と い う 者

が35．7％ と有意に多かった（Pく0．01）。次に、 大学での分煙行動では、

「就寝時間」、「飲酒習慣」、「朝食」、「自動車に乗る と き のシ

ートベルト」、「授業中のノ ート」、「乗 り 物の中で老人や障害者

に席を譲る」、 「アルバイト」の 7 項 目 と 関連がみ られた。 こ の中

で も、 特に大学分煙群は、 「朝食」では、 毎 日 摂取する者が47．8％

（pく0．01）、「自動車に乗る と き のシートベルト」で も、 必ずする者

が39．0％（Pく0．01）、「授業中のノ ート」では、 だいたいの授業は と

っ ている者が50．7％ と大学非分煙群に比べて有意に多く、「就寝時

間」では、1時以降に寝る者が大学分煙群の43．4％ に対し、 大学非

分煙群は62．5％ と差が認め られた（Pく0．01）。

分煙行動 と「生活の満足感・主観的健康感」については表16
－

5 の と お り であった。 各群 と も生活に満足している者は1割 と低率

であった。 生きがい感について もかな り ある とい う者が1割、健康

感でも非常に健康とい う者は 2 割 と低率であった。 駅での分煙行動
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では、「生活の満足感」、大学での分煙行動では、「主観的健康感」

と 関連がみられた。

分煙行動と「あなたは何歳ぐ らいまで生きたいですか」とい う寿

命願望について聞いた結果、駅での分煙行動では、駅分煙群が平均

で72．9歳、 駅時々 分煙群71．2歳、 駅非分煙群72．5歳であ り、 各間で

の差は認め られなかった。 また、 大学での分煙行動では、 大学分煙

群が平均で74．3歳、 大学時々 分煙群71．5歳、 大学非分煙群73．6歳 と

な り、 各群間での差は認め られなかっ た。

（4）分煙行動 と環境面

分煙行動 と住居環境や親しい友人 と 恋人の有無やその人の喫煙習

慣の有無 と の比較を行ったが、 駅での分煙行動、 大学での分煙行動

と も に有意な関係は認め られなっかった。

分煙行動 と1カ月 の こ づかいについて聞いた結果、 駅での分煙行

動では、 駅分煙群が平均で37，675円、 中間群37，578円、 非分煙群48，

891円であ り、 駅分煙群 と駅時々分煙群（f）く0．05）、駅分煙群 と駅非分

煙群＝｝く0．05）と の間に差が認め られ、 駅分煙群の方が駅時々 分煙群

・駅非分煙群
と比ベ1カ月 の こづかいが少ないこ と が う かがわれた。

また、 大学分煙群では平均で35，295円、 時々 群41，133円、 非分煙群

40，802円であ り、 分煙群 と 時々群 と の間に差が認め られ（f）く0．05）、
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大学分煙群の方が1カ月 の こづかいが少ないこ と が伺われた。

（5）分煙行動 と性格面

分煙行動と東大式エ ゴグラ ム（T E G）について、 駅での分煙行

動では、 T E G を用いて、 C P、 N P、 A、 F C、 A Cの 5 つの 自

我状態の平均値を示す と、 図1の とお り、駅分煙群、駅時々分煙群、

駅非分煙群 と もM型を示してお り、 3 群間に差はみられなかった。

同様に、大学での分煙行動別エゴグラムを図 2 に示した。 3群と も

M型を示していたが、 A Cの 自我状態において、 大学時々 分煙群（1

0．0）が、大学非分煙群（10．7）よ り有意に高かった（Pく0．05）。

第 5 節 主体的分煙行動 と 関連要因

主体的分煙行動を駅と大学での主体的分煙行動別に分けて、駅で

は、駅主体的分煙群、駅時々主体的分煙群、駅非主体的分煙群と し

た。大学についても同様に、大学主体的分煙群、大学時々主体的分

煙群、大学非主体的分煙群の 3 群に分け、知識・意識・行動・環境

・性格 と の関連について検討を した。

（1）主体的分煙行動と 喫煙に関する知識

主体的分煙行動と 喫煙に関する知識については表17 の と お り で

あった。 正解率を見る と「副流煙の害について」は、各群と も 8割
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の者が正解 してお り、 「血圧や皮膚温の変化」では、1割の者 しか

正解 していなかっ た。 有意差がみ られた項 目 は、 駅分煙群におけ る

主体的分煙行動では、 「心筋梗塞 と の関係」、 「受動喫煙について」

の 2 項 目 であ っ た。

（2）主体的分煙行動 と 喫煙の意識

a）主体的分煙行動と将来の禁煙意識：駅・大学分煙群におけ

る主体的分煙行動 と将来の禁煙意識と は各群 と も19．7％～33．8％の幅

で絶対したい と 回答していた。 将来の禁煙理由について、 大学分煙

群における主体的分煙行動で「タバコがまずく なった」と 関連がみ

られ、 大学主体的分煙群は他の群 と比べ理由 と して上げる割合が高

率であった（p〈0．01）。表18 －1

b）主体的分煙行動 と 喫煙所での喫煙行動理由：主体的分煙行

動 と 喫煙所での喫煙行動の理由については表18
－ 2 の と お り であ

っ た。 駅分煙群における主体的分煙行動では、 「他人の健康を考え

て」、「禁煙場所だから」、「人のタバコの煙を吸わ されるから」、

「吸 う 量を減らすため」の 4 項 目 と 関連がみられた。 これらの項 目

を比率の検定した結果、 特に、「他人の健康を考えて」では、 駅非

主体的分煙群が24．6％ であるのに対し、 駅主体的分煙群は51．4％ と
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高率であった（pく0．01）。次に、 大学分煙群におけ る主体的分煙行動

では、 「他人に嫌な顔な ど を さ れる」の項 目 で大学非主体的分煙群

の20．0％ に対 し、 大学主体的分煙群は55．6％ と 高率であった（pく0．0

1）。

c）主体的分煙行動
と 喫煙に対しての意識：主体的分煙行動 と

喫煙に対しての意識については表18
－ 3， 4 の とお り であった。

各群に「と て も思 う」と 回答する者が多い項 目 は「子供や妊婦の前

では吸ってはいけない」が77．1％～92．3％の幅で高率であった。 反対

に、「自動販売機での販売をやめるべきだ」では 5．0％～17．1％の幅

で低率であった。 そ して、 有意差がみられた項 目 は、「他人に迷惑

をかけなければ吸って も よ い」、「喫煙は個人の 自 由である」、

「多く の人が集ま る場所での喫煙を もっ と規制すべきだ」、「子供

や妊婦の前では吸ってはいけない」、「未成年者は喫煙すべきでは

ない」、「成人男子は喫煙して も よい」、「タバコ を吸 う とやせら

れる」、「タバコのC Mな どを もっ と減らすべきだ」の 8 項 目 であ

っ た。 これらの項 目 について比率の検定を行った結果、 特に「多く

の人が集ま る場所での喫煙を もっ と規制すべきだ」では「と て も思

う」と 回答する者が駅非主体的分煙群の19．0％ に対し駅主体的分煙

群が42．1％ と高率であった（pく0．01）。また「成人男子は喫煙して も
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よい」では、 駅非主体的分煙群が47．5％ に対し、 駅主体的分煙群は

27．1％ と 低率であっ た（Pく0．01）。次に、 大学分煙群におけ る主体的

分煙行動では「喫煙は個人の 自 由である」、「多く の人が集ま る場

所での喫煙を もっ と規制すべき だ」、 「タバコはフ ァ ッ シ ョ ンやア

ク セサリ ーに もなる」の 3 項 目 と 関連がみられた。 こ の中で も特に、

「多く の人が集ま る場所での喫煙を もっ と規制すべきだ」では、 大

学非主体的分煙群が28．6％ に対し大学主体的分煙群は58．3％ と高率

であっ た（Pく0．01）。反対に「タバ コ はフ ァ ッ シ ョ ンやアク セサリ
ー

に もな る」では、 大学非主体的分煙群が22．9％ に対し大学時々 主体

的分煙群が6．2％、大学主体的分煙群は8．3％ と低率であった（pく0．01）。

d）主体的分煙行動 と 喫煙制限場所に対しての意識：主体的分

煙行動 と 喫煙制限場所に対しての意識については表18 － 5 の と お

り であった。 各群と も「JRや私鉄の駅」において約 5 割の者が禁

煙所を増やすべき だ と 回答 していた。 反対に「パチン コ屋な どの遊

戯場」では、 約 2 割 と低率であった。 そ して、 有意差がみられた項

目 は、 駅分煙群におけ る主体的分煙行動では、「病院」、「JRや

私鉄の駅」、「通っ ている学校の教室」、「居酒屋・ディス コ」、

「喫茶店」、「パチンコ屋な どの遊戯場」の 6 項 目 であった。 これ

らの項 目 について比率の検定を行った結果、特に「通っている学校
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の教室」では「禁煙所を増やすべきだ」と 回答した者が駅非主体的

分煙群の19．6％ に対 し、 駅主体的分煙群が45．8％ と 高率であっ た（p

く0．01）。また「喫茶店」において も駅非主体的分煙群が19．6％ に対

し、 駅主体的分煙群は38．3％ と 高率であった（pく0．01）。

（3）主体的分煙行動 と 日 常生活

a）主体的分煙行動
と 喫煙本数：主体的分煙行動 と 喫煙本数は

駅分煙群・大学分煙群における主体的分煙行動 と の関連は、 みられ

な かっ た。

b）主体的分煙行動 と 喫煙タイ ブ：主体的分煙行動 と 喫煙タイ

ブについては表19 －1の とお り であった。 各群 と も鎮静的・快楽

的・心理社会的に 5 割から 8割の者が肯定していた。 そ して、 有意

差がみられた項 目 は、 駅分煙群における主体的分煙行動では、 快楽

的喫煙タイ プ「椅子に深く 座ってタバコ を楽しめる時しか普段吸わ

ない」、 耽溺的喫煙タイ プ「しばら く 吸わないでいる と タバコ に飢

えて苦しい」の 2 項 目 であった。 こ の中でも特に快楽的喫煙タイ ブ

は、 駅時々 主体的分煙群が5．7％駅非分煙群が8．9％に対し、 駅主体的

分煙群は21．5％ と高率であっ、た（pく0．01）。次に、大学分煙群におけ

る主体的分煙行動では、 鎮静的喫煙タイ ブ「何か悩みご と がある時
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に よ く 吸 う」、 快楽的喫煙タイ プ「静かに休息 している時に吸 う タ

バ コが一番よい」「椅子に深く 座っ てタバコ を楽 しめる時 しか普段

吸わない」、 自動的喫煙タイ プ「無意識の う ちに火をつけて しまい、

気がついた ら タバ コ を吸っ ている」の 4 項 目 と 関連がみ られた。 こ

の中で も「静かに休息 している時に吸 う タバコが一番よい」と い う

快楽的喫煙タイ プでは、 他の群 と比べ大学主体的時々分煙群が83．1

％ と 高率であった（pく0．01）。また、 自動的喫煙タイ ブでは、 大学非

主体的分煙群は他の群 と比べ37．1％ と 高率であった（pく0．01）。

c）主体的分煙行動
と 喫煙制限されていない場所での喫煙行動

：主体的分煙行動 と 喫煙制限が されていない場所での喫煙行動につ

いては表19
－ 2 の とお り 駅分煙群における主体的分煙行動では 6

項 目、 大学分煙群における主体的分煙行動では 5 項 目 と 関連がみら

れた。 これらの項 目 について比率の検定を行った結果、 駅分煙群に

おけ る主体的分煙行動では、 駅主体的分煙群は、 駅非主体的分煙群

に比べ、「タバコの灰や吸いが らは灰皿に入れる」（f）く0．01）、「灰

皿を持ち歩いて吸 う」（Pく0．01）、「喫煙してよい場所かど う か確認

してから吸 う」（Pく0．01）と い う 3 項 目 において、「よ く ある」と 回

答する者が 5割以上 と多かった。 反対に、「近く に人がいて も吸 う」

（pく0．01）、「歩き なが ら吸 う」（f｝く0．01）「吸いが ら を投げ捨てる」

－

40
－



（Pく0．01）の 3 項 目 において「よ く ある」と 回答する者は約 2 割 と少

なかった。 次に、 大学主体的分煙群では、 大学非主体的分煙群に比

べ、「タバコの灰や吸いが らは灰皿に入れる」（Pく0．01）、「喫煙し

て よい場所かど う か確認してから吸 う」（pく0．01）と い う 2 項 目 にお

いて、「よ く ある」と 回答する者が約 7 割以上 と多かった。 反対に、

「近く に人がいて も吸 う」（pく0．01）、「歩き なが ら吸 う」（Pく0．05）

「吸いが ら を投げ捨てる」（pく0．05）の 3 項 目 において「よ く ある」

と 回答する者は約 2 割 と少なかった。

d）主体的分煙行動と 日 常生活：主体的分煙行動 と 喫煙行動を

除いた他の 日 常生活については表19 － 3 の と お り であった。 まず、

駅分煙群における主体的分煙行動では「運動習慣」、「健康情報・

知識」、「乗 り 物の中で老人や障害者に席を譲る」の 3 項 目 と 関連

がみられた。 これらの項 目 について比率の検定を行った結果、 特に

「乗 り 物の中で老人や障害者に席を譲る」の項 目 において、「必ず

譲る」と い う 者が駅非主体的分煙群17．3％駅主体的時々 分煙群26．6％

に対 し、 駅主体的分煙群が32．7％ と多かった（pく0．01）。次に、 大学

分煙群における主体的分煙行動では「自動車に乗る と き のシートベ

ルト」 と 関連がみ ら れた。

「生活の満足感」では駅主体約分煙群は他の群 と比べ満足してい
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ない者が少なかった（f）く0．01）。

寿命願望について聞いた結果、駅分煙群における主体的分煙行動

では、駅主体的分煙群が平均で74．2歳、駅時々主体的分煙群73．9歳、

駅非主体的分煙群70．4歳であ り、 駅非主体的分煙群は駅主体的分煙

群・時々分煙群に比べ寿命願望が低いこ と が伺われた（pく0．05）。次

に、大学分煙群における主体的分煙行動では、大学主体的分煙群が

平均で74．3歳、 大学時々 主体約分煙群75．5歳、 大学非主体的分煙群

72．0歳であ り、 各間での差は認め られなかった。

（4）主体的分煙行動 と環境面

主体的分煙行動 と住居環境や親しい友人 と恋人の有無やその人の

喫煙習慣の有無 と の比較を行った結果、「親しい友人」の項 目 で駅

主体的分煙群の方が親しい友人がいる者が少ないこ と が う かがわれ

た（pく0．01）。

主体的分煙行動と1カ月 のこづかいについて聞いた結果、駅分煙

群における主体的分煙行動では、 駅主体的分煙群が平均で36，574円、

駅時々 主体的分煙群36，956 円、 駅非主体的分煙群39，457円であ り、

各間での差は認め られなかった。 次に、大学分煙群における主体的

分煙行動では、大学主体的分煙群が平均で38，971円、大学時々主体

的分煙群33，048 円、大学非主体的分煙群35，813円であ り、各間での

－

42 －



差は認め られなかっ た。

（5）主体的分煙行動 と性格面

駅分煙群における主体的分煙行動別にT E G を用いて、 C P、 N

P、 A、 F C、 A Cの 5 つの 自我状態の平均値を示す と 図 3 の と お

り、 駅主体的分煙群、 駅主体的時々 分煙群、 駅非主体的分煙群 と も

M型を示 していたが、 N P の 自 我状態において、 駅主体的分煙群

（13．3）が、 駅非主体的分煙群（12．0）よ り も有意に高 く（Pく0．01）、駅

主体的時々 分煙群（12．0）が、 駅非主体的分煙群（13．2）よ り も有意に

高かっ た（P〈0．001）。 ま た、 Aの 自我状態においては駅主体的分煙

群（11．6）が、 駅非主体的分煙群（10．3）よ り も有意に高 く（f）く0．01）、

駅主体的時々分煙群（11．3）が、 駅非主体的分煙群（10．3）よ り も有意

に高かった（pく0．01）。A C の 自我状態においては駅主体的分煉群（1

0．7）が、駅主体的時々分煙群（9．7）よ り も有意に高かった（pく0．05）l。

同様に、 大学分煙群におけ る主体的分煙行動別エゴグラ ム を図 4 に

示 した。 3 群 と もM型を示 していたが、 F C の 自 我状態において大

学主体的分煙群（12．5）が、 大学主体的時々 分煙群（14．0）よ り 有意に

低 く（Pく0．05）、大学主体的分煙群（12．5）が、 大学非主体的分煙群（1

4．4）よ り も有意に低かった（pく0．05）。
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第 6 章 考 察

第1節 喫煙状況について

本調査での喫煙率は「ほぼ毎 日 吸 う」44．2％、「時々 吸 う （月1回

以上）」が4．3％で合計48．5％ であった。 男子大学生の喫煙率につい

ては野原 ら54〉 は、 健康科学を学ぼ う とする学生1年生の喫煙率は

23．6％と報告している。 渡辺ら90）は国立大学学生1年生から 4 年

生を対象 と して、 喫煙率は 38．6％と し、 皆川 ら40）は、 国立大学学

生1， 2 年を対象 と して、 喫煙率は 31．9％と している。 横田91）は、

教育大学大学生1年生から 4 年生を対象 と して、 喫煙率は 51．6％と

している。 ま た、 照屋84〉 は保健体育科男子学生1年生から 4 年生

を対象に、 喫煙率は 35．5％、多々 納83〉 は福岡市内の私立及び国立

の男子大学生1年生を対象に、 喫煙率 35．3％であった と報告 してい

る。 これらの こ と から、 男子大学生の喫煙率は23．6％～51．6％の幅で

の報告がみ られたが、 本調査では他の調査 と比戟して、 喫煙率が比

較的高い と いえ る。 喫煙率について 白川 ら70）は「喫煙は学年が進

行する に したっがて上昇する」と してお り、 本調査での対象者の59．

8％が成人であったため、 喫煙率は高 く なった こ と が考え られる。

1日 の喫煙本数については16
～ 2 0 本が 35．1％と最も高率で1

1～ 2 0 本の者が全体の 54．5％を占めた。 大学生の喫煙本数は 2 0

本未満 と い う 報告が多く 54〉90〉40）91〉、本調査結果 も同様の傾向が
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みられる。 したがって、 大学生に と ってはタバコ を1日1箱（2 0

本）吸 う と い う こ と が喫煙の 目安になっ ている こ と が う かがわれた。

禁煙経験については禁煙経験者は 61．7％であった。 禁煙回数は 5

回以下が全体の 86．1％を しめ、 喫煙者はタバコ をやめたい と禁煙を

繰 り 返しているがその回数は 5 回以下 と少な く、10 回以上禁煙し

た こ と があ る者は7．5％と低率であっ た。 禁煙経験については川上28）

ら が成人男子を対象 と した調査では 62．6％であった。 また、 芹沢69）

ら は女子大学生を対象 と して禁煙経験率が 49．2％と し、 横田91）ら

が教育大学学生を対象 と して、 男子学生では禁煙経験率は56．9％ で

あ っ た と している。 これら の こ と よ り、 本調査結果 と比較を行 う と

禁煙経験率については成人や大学生を対象 と した他の調査 と 同様で

約半数の者が禁煙経験を していた と い え る。 禁煙理由については

「健康に悪い」が最も多かったが「経済的理由」をあげている者が

27．0％いた と い う こ と が特徴であ る と いえる。 したがっ て、 大学生

の喫煙行動は経済的理由でお金を節約するためにタバコ を買わなか

っ た と い う こ と が禁煙につながった と考え られる。 こ の こ と は、 非

喫煙群は こづかい額が少ないこ と から も、 経済的な影響が大きいこ

と が う かがえる50）。

将来の禁煙については禁煙意識を したい と考える者が 73L．1％と 高

率であった。 将来の禁煙については野原ら54〉 は健康科学を学ぼ う
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とする学生を対象 と して禁煙の意志を もっている者は60～70％であ り、

禁煙の意志を も っ ていない者 と 比べ平均喫煙年数が短かっ た と 述べ

ている。 また、 皆川 ら40〉 も男子大学生を対象 と して、 喫煙者の禁

煙意志は「しば しばあ る」「たま にあ る」を合計 して68．6％ であ っ

た。 逆に禁煙する意志のない者は男子18．3％ であった と している。

富永ら86）や森ら46）は、 成人男子（20歳代を中心 と して）の禁煙

意志について禁煙を したい者はそれぞれ 57．3％、70％ 余 り と報告 し

ている。 したがって本調査の将来の禁煙意識は大学生、 成人を対象

と した他の調査 と 同様の傾向がみられる といえる。 また、 将来の禁

煙理由の特徴と して「周囲の人の迷惑」において禁煙理由では5．9％

であっ たが、 将来の禁煙理由では16．5％と比較的高率である こ と が

わか り、 社会的な面に も意識が向け られてお り、 将来の禁煙意識に

は「周囲の人の迷惑」と い う ものが関与する こ と が考え られる。

第 2 節 分煙状況について

本調査では分煙行動 と主体的分煙行動 とい う 2
つの点から検討を

行っ た。

分煙行動 と は喫煙制限が行われている場所での分煙行動の こ と を

指 し、 駅 と大学の 2
つの場所について検討を行った。

駅においては分煙行動ができ ている群が全体の 64．2％と最も高率
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で、 時々 群28．2％、非分煙群はわずか7．6％であった。

駅での喫煙制限についてみる と、19 8 8 年 7 月1日 からJRが

終 日全面禁煙施設や禁煙タイ ムを設定し、現在では関東のJRや私

鉄な どで も分煙や禁煙が浸透 している14〉。 ま た、 野上 ら5ヨ〉 は

「タバコの害」ポスターコ ンクールでのアンケート調査で「禁煙に

してほ しい場所があ り ますか」と い う 質問に対し食堂・駅が高率で

あった と報告している。 このよ う に、 駅での喫煙は喫煙制限が厳し

く、 社会的に も喫煙規制意識が高い。 そのため分煙行動を と ってい

る者が、 6 割 と多い こ と が考え られる。

こ れに対し、 大学では大学内で分煙行動ができ ている群はわずか

15．4％と低い。 本調査での対象大学には全ての大学に決め られた喫

煙所があ り、 その場所で喫煙をする こ と になっているが皆川40〉 の

調査では「関東地区の廊下な どで喫煙を規制 している大学は45．7％

であ り、大学での喫煙規制は徹底していない」こ と を指摘しているl。

ま た、 斉藤ら68）の調査で も「講義室な どの禁煙場所で も休息時間

な どでは禁煙が守られていない」と の報告もある。 したがって、 大

学内での喫煙規制問題は駅ほ ど積極的に行われてお らず、 喫煙場所

を設けてあ るだけで、 社会的や学校全体 と して規制意識が低い と 考

え られる。 そのために喫煙所で吸った り、 禁煙所で吸った り と い う

時々 群が喫煙者の 7 割近く を占めてお り、 喫煙所で しか吸わない と
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い う ものはごく 少数であった と考え られる。

主体的分煙行動については他者に迷惑をかけないよ う な喫煙を分

煙行動 と して と ら え、 喫煙制限が何も されていない場所で も分煙行

動を行っ ている者を主体的に分煙行動 している と した。

駅分煙群における主体的分煙行動 と大学分煙群におけ る主体的分

煙行動をみる と、 駅分煙群では主体的分煙行動ができ ている者は18．

8％と最も低率で、 時々 群が49．6％、非主体群が 31．5％であった。 また、

大学分煙群では主体的分煙群が26．5％、時々 群が47．8％、非主体群が 2

5．7％であ っ た。

こ の結果よ り、 大学主体的分煙群は駅主体的分煙群よ り 高い傾向

にあ り、 これは大学において喫煙規制が厳し く ない状態で も分煙行

動が行えている者は主体的に分煙行動がな されている と考え られる。

しかし、 主体的分煙行動は分煙行動の分煙群の中で も約 3 割程度の

者 しかな く、 大学生に と
っては他者への配慮な どを考慮した分煙意

識は低い ものであ る こ と が う かがわれた。

第 3 節 分煙行動 と知識と の関連

喫煙に関する知識では、 喫煙の身体に与える影響やタバコの成分

や喫煙に関する法律な どの項 目 について、 たずねた中で、大学分煙
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群が、 大学非分煙群よ り 正解率の高かったのは、 タバコの成分であ

る、 ニ コチンの作用について、 「タバコの成分であ るニコチンは発

ガン性物質である」とい う 質問であった。 この質問は、 ニコチンが

血圧や心拍数をあげる とい う 心臓血管系への急性影響の主役である

こ と4〉への理解であ り、 また「血圧や心指数の変化」において も分

煙群の方が正解率が比較的多い傾向にあ り、 分煙群は喫煙の急性影

響の知識を もっている者が多いこ と が考え られる。

駅主体的分煙群は、駅非主体的分煙群に比較して、 正解率の高か

った、「タバコ を吸う と心筋梗塞にな り やすい」とい う質問につい

ては、 喫煙の慢性影響の知識をみた ものであ り、木根渕ヨ2）や吉田

9ヱ）が女子大学生を対象と した調査において、 喫煙が心筋梗塞に悪

影響を及ぼす とい う 知識を もつ ものは少なかった と している。 また、

野津55）は高校生男子を対象 と して、「将来禁煙する とい う 者は喫

煙し続ける群と比べ、「喫煙は心臓疾患 と 関係がある」の項 目 にお

いてよ く 知っている者が高率であった」と している。 本調査結果に

おいては、 主体的分煙群の方が こ の知識を持っ ている者が多い と い

う こ と は主体的分煙行動や将来の禁煙への教育的手段 と して、 喫煙

と の関連があま り 知 られていない、「心筋梗塞」について も教える

こ と は重要であ る と 考え られる。

次に「本人が吸 う 煙よ り タバコからでる煙の方が多く の発ガン性
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物質が含まれている」と い う「受動喫煙」に関する知識は、 駅主体

的時々 分煙群が50．7％ と 正解率が高 く、 他の群 も約 4 割の者が知っ

ていた。 江 口7〉らは妊婦を対象 と して、 「喫煙中止者のほ う が喫煙

者よ り も、 受動喫煙に関する知識を有する ものの割合が高かった」

と している。 しかし加藤之5〉 らは「受動喫煙については喫煙行動別

（喫煙群， 禁煙群， 経験群， 非喫煙群）にみて も、 どの群において

もだいたい半数の者が知っ てお り、 差はみ られなかっ たが、 意識に

関 しては相違がみられた」と してお り「知識ではな く 意識の違いが

禁煙行動につながっている」と している。 本調査結果において も、

「受動喫煙」あ知識を持っているからといって主体的な分煙行動を

行っている者の割合が多いわけではなかった。 内山87）は喫煙に対

しての教育の問題点 と して、「タバコ」即ち「肺がん」と い う 直線

的認識がかな り 強いこ と をあげてお り、 こ の点から考える と、 分煙

群は喫煙の肺がん以外の疾病の知識や急性影響についての知識を幅

広 く、 持っている者が多い といえる。 技a払1ey15）は喫煙の急性影響

に主眼をおいた禁煙教育のほ う が効果的であ る と してお り、 禁煙教

育に対して肺がん と の関係だけではな く、 幅広 く、 慢性影響や特に

ニ
コチンの生理作用等の急性影響を積極的に教える こ と によ り、 主

体的に分燈 した り、 禁煙する方向へ導 く 効果があ る のではないか と

考 え られる。
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第 4 節 分煙行動 と 意識 と の関連

分煙行動 と 意識（禁煙理由、 将来の禁煙意識、 喫煙所におけ る喫

煙理由）で、 まず禁煙理由についてみてみる と、 駅分煙群は「経済

的理由」をあげる者が多 く、 大学非分煙群では「意志カを試す」、

「医師か ら の注意」の項 目 を三理由 と してあげる者が高率であっ た。

しか し、 主体的分煙行動の有無 と 喫煙理由の間には関連がみ られな

かっ た。

禁煙の理由については芹沢69〉 らは女子大学生を対象 と して、 禁

煙理由については「健康に良く ない」48．4％ 「タバコがまずく なっ

た」19．4％の 2 項 目 が高率であった と している。 また、 横田91〉 ら

が男子学生を対象 と した、 禁煙者の禁煙理由は「健康に悪いから」

が45．8％と最も多く、 次いで「経済的理由」が25．0％と 高率であ り、

「経済的理由」は禁煙者の特色である と考え られる と している。 こ

れ らのこ と よ り、 本調査結果を考える と禁煙理由については「健康

に悪いから」を理由 とする者は どの群において も約 6 割の者が「あげ

てお り、他の報告と 同様の傾向がみられた。 しかし、分煙行動の各

群別では大学分煙群が禁煙者の特色である「経済的理由」をあげて

いる者が多い点が注目 される。 また、駅非分煙群は「意志カを試す」

を理由 と してあげる者が多く おり、小川 ら56）は成人男子の禁煙失

敗者は「将来の健康によ く ない」「意志力を試そ う と して」を禁煙
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の理由にあげる者が多かった と しる こ と から、 こ のよ う な理由をあ

げている ものは、 今後の禁煙に失敗する可能性がある と考え られる。

次に、将来の禁煙意識と禁煙理由についてみてみる と、将来の禁

煙意識については分煙行動では駅・大学分煙群共に「絶対に したい」

と い う 者が多かった。 また、 主体的分煙行動においては有意差はみ

られなかった。 しか し、 駅主体的分煙群は「絶対 したい」と い う 者

の割合が他の群 と比べ、 比較的高かった。 こ の こ と は、 分煙行動が

でき ている者は、 将来の禁煙意識も高いこ と が う かがえた。 次に将

来の禁煙理由については、 分煙行動において、 大学分煙群は「周囲

の人の迷惑」を理由 と してあげていた。 ま た、 「タバ コ がまず く な

っ た」は大学分煙群、 大学主体的分煙群の共通の三理由 と してあげて

お り、 タバコ に対してマイ ナスのイ メ ージがあ る と考え られる。 ま

た、 分煙行動、 主体的分煙行動共に回答率の高い理由は「健康のた

め」が約 6 割を占め次いで、 分煙行動では「経済的理由」が約 2 割

と なっていた。 しかし、 主体的分煙行動においては「周囲の人の迷

惑」を禁煙理由 と してあげる者が多い傾向にあ り、 主体性があるは

ど周囲の人の迷惑を考え、 喫煙を個人の問題 と して と ら えているの

ではな く、 集団（社会）の問題 と して と ら えている こ と が考え られ

る。
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次に、 喫煙所での喫煙行動の理由 と の関わ り についてみてみる と、

分煙行動においては駅・大学分煙群は「他人への迷惑を考え て」

「他人の健康を考えて」「禁煙場所だから」「他人に嫌な顔な どを

さ れる」こ と を三埋由 と してあげる者が多かっ た。 こ の こ と は、 分煙

行動は他人の こ と を考える側面 と禁煙場所であるから と い う 社会的

な面を理由 と している こ と がわかる。 また、「禁煙所で も吸ってい

る人がいる」「タバ コ の吸いが ら が落ちている」の項 目 においては

駅・大学時々 分煙群・非分煙群が顔著に多かっ た。 こ の こ と は、 分

煙ができ ない者は、 人の行動に影響されやすく、 依存性が高いこ と

が考え られ、 分煙行動へ導く ためには、 禁煙所に吸いが らが落ちて

いないこ とや禁煙所で喫煙する人がいない と いった環境面的な対策

と共に、 自 己管理能力の育成が必要であろ う。 また、 駅・大学非分

煙群においては「禁煙場所か否か、 気に しない」「喫煙は個人の 自

由だか ら」において関連がみられ、 非分煙群は喫煙はあ く まで個人

の もの と と ら え、 社会 と の関わ り についての意識が低いこ と が考え

ら れる。 さ ら に、 分煙行動の 中 で も、 主体的に行っ ている か、 否か

についてみる と、 主体的分煙群は他人の健康や迷惑を考えて分煙行

動 しているのに対し、 非主体群は禁煙場所 と指定してあるから分煙

行動を行っ てお り、 喫煙制限されていない と こ ろでは他人の健康や

迷惑を考えず喫煙している こ と が考え られる。 こ の他に主体的分煙
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行動の中で特に注 目 されるのは駅主体的分煙群において「吸 う 量を

減 らすため」と い う 項 目 に回答している者が多く、 主体的分煙行動

を行っている者は節煙意識が高いこ と が う かがわれる。

以上の こ と から、 喫煙所での喫煙理由の中で、 分煙行動では、 他

者への配慮 と禁煙場所だから と い う 2 つの意識が関連の強い要因で

あ る と いえる。 そ して、 主体的分煙行動では、 2
つの意識の中の他

人の健康を考える と い う、 他者への配慮が特徴的であ る。 一方、 喫

煙所での喫煙理由で、 タバ、コ を吸 う 量を減らすも高率であ り、主体

的分煙群はそ う でない人よ り も節煙へ向かっている可能性が高いの

ではないか と考え られる。

喫煙に対する意識14項ノ目 と の関連についてみてみる と分煙行動で

は、駅分煙群は「子供や妊娠の前では吸ってはいけない」、大学分

煙群ではノ「未成年者は喫煙すべきでない」、「タバコ 自動販売機で

の販売をやめ るべきだ」、 駅分煙群・大学分煙群では「多 く の人が

集ま る場所での喫煙を もっ と規制すべきだ」の 4項 目 において肯定

的であ り、 反対に、 駅分煙群では「タバコはフ ァ ッ シ ョ ンやアクセ

サリ ーに もなる」、 大学分煙群では「成人男子は喫煙して も よい」、

駅分煙群・大学分煙群は「喫煙は個人の 自 由なので とやかく 他人に

言われる事はない」の 3 項 目 において否定的であった。
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そ して、 主体的分煙行動では、 駅主体的分煙群は「子供や妊婦の

前では吸っ て はいけない」、 「未成年者は喫煙すべき でない」、

「タバ コ の C Mな ど を も っ と 減 らすべき だ」、 駅主体的分煙群・大

学主体的分煙群では「多く の人が集ま る場所での喫煙を もっ と規制

すべき だ」の 4 項 目 において肯定的であ り、 反対に、 駅主体的分煙

群では「迷惑をかけなければ吸って も よい」、 「成人男子は喫煙 し

て も よい」、「タバコ を吸 う とやせられる」、 大学主体的分煙群で

は「タバ コ はフ ァ ッ シ ョ ンやアク セサリ ーに も な る」駅主体的分煙

J

群・大学主体的分煙群は「喫煙は個人の 自 由なので とやか く 他人に

言われる事はない」の 5 項 目 において否定的であった。

喫煙の制限に関する報告 と して、 野津ら55〉 は高校生男子を対象

と して将来禁煙する と い う 者は喫煙し続け る群 と比べ、 「ラ ジオや

テ レビでのタバコの広告は禁止するべき である」「わが国は もっ と

積極的に禁煙対策を と るべき である」にそ う 思 う 者が高率であった

と している。 川畑 らユ5〉 は成人で禁煙協会講習参加者は「たばこ の

箱に有害表示を義務づけるだけでは不十分なので、 政府は もっ と強

く 禁煙を訴える必要がある」と い う 項 目 と強い関連がみられた と し

ている。 また、 渡辺90）は喫煙の有害さ を訴え、 恐怖心をか り たて

る よ う な喫煙防止対策ではな く、 タバコ 自動販売機やコマーシャル

等の規制が喫煙防止教育に重要性を持っであろ う と している。 した
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がって、 これらの喫煙制限に対して賛成 と している者が多く、 これ

ら の意識を高める こ と によ って、 分煙行動がよ り よい方向に行き、

将来には禁煙へ と移行してい く 可能性がある と考え られる。 そ して、

「タバコ を吸 う とやせ られる」と い う こ と に対して、 野津 ら55〉 は

高校生男子を対象 と して、 将来禁煙する と い う 者は喫煙し続ける群

と 比べ「喫煙は太 り すぎの コ ント ロールに役立つ」においてそ う 思

う 者が低率であっ た と してお り、 タバ コ を吸 う と やせ られる と い う

間違った認識を正し く 認識させる こ と が重要であ り、 こ の こ と は、

喫煙行動だけでな く 分煙行動において も同様であった。 また、 特に

大学非主体的分煙群に見 られた、 「タバコはフ ァ ッ シ ョ ンやアクセ

サリ ーに もなる」と考える こ と に対して、 川畑 ら25）は成人で禁煙

協会講習参加者は喫煙に対する態度はきび し く、「一人前の男 と し

て格好のアクセサリ ーなので、 吸 う こ と をち ゅ う ち ょする必要はな

い」と い う 者が、 少なかった と 報告 している。 「タバコ のC M」で

は、 かっ こ う のよ さやアクセサリ ー と して放映されてお り、 こ のよ

う なC Mの制限が必要である と共に、 外面的に価値をお く 青年期で

は、 タバコ以上の価値の高い ものが必要であろ う。 そ して、 分煙群

及び主体的分煙群は喫煙制限に対して積極的である こ と が う かがわ

れたが、川上ら2邑）は長期喫煙中断群・禁煙群になるほど職場にお

ける喫煙制限に対して、賛成意見が多く、喫煙制限意識は喫煙中断
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行動の動機づけ と 開始に関わる要因である と している。 したがって、

分煙群・主体的分煙群は喫煙規制意識が高 く、 禁煙への動機づけや

禁煙開始が行われやすいこ と が考え られる。 子供や未成年、成人に

対 しての喫煙意識について、村松ら49〉 は大学生を、Stoneら73）は

成人を対象 と して成人男子の喫煙に対 しての意識を聞いた結果、 喫

煙者は喫煙を よ し と し、 非喫煙者は喫煙をいけない もの と してお り、

分煙群は喫煙に対 しマイ ナスのイ メ ージがあ り、 非分蛙群は喫プラ

ス のイ メ ージ を持っ てい る こ と が う かがわれ、 分煙群は非喫煙者に

近い こ と が う かが え る。

以上の こ と か ら、 喫煙に対する意識の 中 で、 分煙行動に対 しての

みの関連要因はなかっ たが、 分煙・主体的分煙行動共通の関連要因

と して、 喫煙に対する制限意識やC Mな ど販売に対する 喫煙制限意

識の高揚や、 子供、 妊婦、 未成年、 成人の喫煙に対 しての厳 し さ と

い う ものがあげ ら れた。 逆に、 非分煙行動の関連要因 と して、 喫蛙

を個人の 自 由 と して と ら え る こ と があげ られた。 ま た、 非主体的分

性行動のみの関連要因 と しては、 タ バ コ を吸 う と やせ ら れるやタ バ

コ はアク セサリ ーに も な る と い う 信念があげ られ、 主体的に分性行

動 を起 こ し、 禁煙に導 く 為には タ バ コ はアク セサリ ーであ る と い う

意識を変え る こ と、 喫煙は個人の 自 由ではな く、 他人に も影響を及

ぼす と い う 意識の変化が、 喫煙規制意識を高め させる と 考え ら れる。
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次に、 喫煙制限に対 しての意識 と の関連においては、 分煙行動に

おいては「通っ ている学校の教室」では駅・大学分煙群「JRや私

鉄の駅」では駅分煙群「病院」では大学分煙群において「全部禁煙

にすべき」 と 考 え る も のが多かっ た。 ま た、 「食堂・レスト ラ ン」

では駅非分煙群は「禁煙所はい ら ない」 と 回答 してい る も のが多 く

み ら れた。 ま た、 主体的分煙行動 にお いて は駅主体的分煙群 では

「病院」「、1Rや私鉄の駅」「迫っ てい る学校の教室」「居酒屋、

ディス コ」「喫茶点」「パチ ン コ屋な どの遊戯場」での喫蛙制限意識

が高かっ た。 照屋84）は大学生を対象 と して「飲食店内での喫煙」

に対する考え方について喫煙群では「今のま までよい」と 回答する

者が多 く（52．6％）非喫煙群では「全席 を禁煙にすべ き だ」ま た は

「禁煙席を設け るべき だ」と の回答が多かっ た （72．6％）と している。

そ こ で、 本調査結果 と 比較する と 喫煙制限に対する賛成意識は照屋

ら の報告 と比べ、 全体的に低かったが、 分煙・主体的分性行動 と も

よ い方向にな る に したがい、 賛成意識は高率になっ てお り、 こ こ で

も喫煙制限意識 と分蛙行動 と の関連について う かがわれた。 そ して、

特に主体的分煙群では居酒屋やパチンコ屋な どの現在喫煙制限され

ていない場所で も喫煙制限意識が高いこ と が う かがわれ、 主体的分

鯉者の1つの特徴であ る と いえ る。
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以上の こ と から、「病院」「JRや私鉄の駅」「学校の教室」と

いった、現在比較的喫煙規制が行われている場所での喫煙制限意識

の高 さ と い う のは、分煙・主体的分煙行動共通の関連要因であるが、

「居酒屋、ディス コ」「喫茶店」「パチンコ屋な どの遊戯場」な ど

の現在喫煙規制が されていない場所での喫煙制限意識の高 さ と い う

のは主体的分煙行動の関連要因であ る こ と がいえ る。

第 5 節 分煙行動 と 日 常生活行動 と の関連

喫煙本数 と の関わ り を見てみる と分煙群は1日 の喫煙本数が少な

く、 非分煙群は喫煙本数が多いこ と が う かがわれた。 ま た、 主体的

分煙行動においては喫煙本数 と の間に関連は認め られなかっ たが、

主体的分煙群の方が非主体的分煙群よ り も少ない傾向にあっ た。 喫

煙本数について高橋 ら80）は男子喫煙者では喫煙本数の少ない もの

が 高い「気配 り 意識」を持 っ てお り、 喫煙本数の多い も のが低い

「気配 り 意識」を示 していた こ と は「気配 り 意識」が喫煙本数に影

響を与えている 可能性を示唆する と してお り、 分煙群において喫煙

本数が少ない と い う こ と は分煙群は「気配 り 意識」を持つ者が多い

こ と が考え られる。 そ して、 喫煙本数 と 禁煙意識に関 しては皆川 ら

40）が大学生を対象 と して禁煙願望 と 喫煙本数 と の関係について、

喫煙本数が29本以下の者は禁煙願望を持つ傾向が強 く、 30本以上の
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者は禁煙願望がま った く ない者が著 し く 多く、 特に喫煙本数の多い

者に禁煙願望がない こ と は タバ コ の健康影響を知 ら ないか、 知っ て

いて も き わめて低い意識 しか持っ ていない者 と 思われる と してい る。

野原 ら54）も大学生を対象 と して「禁煙の意志を も っている者は1

日 平均喫煙本数 8．5本、 ない者13．1本であった」と 報告 してお り、

赤羽 ら1〉や川上 ら29〉 は実際に禁煙ができ た成人を対象 と して禁煙

者は喫煙本数が少 ないのが1つの要因であ る と 報告 して い る。 した

が っ て、 こ れ ら の こ と か ら 喫煙本数が少ない と い う こ と は、 気配 り

意識を高め、 分煙を行い、 やがて禁煙へ移行する と い う 可能性 も考

え ら れ る。

喫煙タイ プ と の関連についてみる と分煙行動では大学分煙群は快

楽的喫煙タイ プに、 大学非分煙群では心理社会的喫煙タイ プに、 駅

非分煙群では耽溺的喫煙及び 自動的喫煙タイ プの者が多かった。 ま

た、主体的分煙群では駅非主体的分煙群では耽溺的喫煙タ イ プ、 大

学非主体的分煙群では 自動的喫煙タイ プ、大学上体的分煙・時々 群

では鎮静的喫煙タイ ブ、大学主体時々 群では快楽的喫煙タイ プ（静

かに休息 している時に吸 う タバコが一番よい）、そ して、駅・大学

主体的分煙群共通にみられた ものは快楽的喫煙タイ プ（椅子に深く

すわってタバコ を楽しめる時しか普段吸わない）であった。
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喫煙タイ プについては大津ら62〉 は高校生男子を対象 と して禁煙

し ない方向に あ る のは興奮的喫煙 タ イ プ（刺激的喫煙 タ イ プ） と 眈

溺的喫煙タ イ プであ り、 特に興奮的喫煙タ イ プ（刺激的喫煙タ イ プ）

は禁煙 しない と いえ る と している。 ま た、 泊85）は成人を対象 と し

て禁煙 と の関わ り を見てお り、 そ こ で中毒性喫煙タ イ プ（耽溺的喫

煙 タ イ プ）は喫煙者に感性的喫煙タ イ プ（感覚運動的喫煙タ イ プ）

は禁煙者に多 く み ら れた と して い る。 ま た、 野原 ら は54）大学生を

対象 と した調査で何か熱中 してい る 時や忙 しい時は数時間喫煙 しな

い、 道楽的喫煙タ イ プは意志の強 さ と 生活の仕方で分煙か ら禁煙の

方向へ持っ て行け る可能性があ る と している。 そ こ で、 本調査結果

を見る と 禁煙を行いやすい感覚運動的喫煙タイ プ と分煙行動、 主体

的分性行動の間 には特に関連がみ られなかっ たが、Ikard ら のい う

道楽的喫煙タイ プはゆっ く り と楽 し く 味わえる休息時にタバコ を吸

う こ と で、 Russellの快楽的喫煙タイ プに相当する34）。 したがっ

て、 本調査で分煙行動や主体的分煙行動にみられた快楽的喫煙タ イ

プは、 分煙から禁煙の方向へ行く 可能性がある と いえ る。 以 上の こ

と よ り、分蛙・主体的分煙行動問わず、分煙群、 主体的分煙群には、

快楽的喫煙タイ プが関連要因 と な り、耽溺・自動的喫煙タイ プは非

分煙・非主体的分煙行動の関連要因である こ と が考え られる。 この

中でも特に、主体的分蛙群は喫煙の身体依存も少な く、快楽的喫煉
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タ イ プの者が多 く、 禁煙教育に よ っ て禁煙でき る 可能性が十分にあ

る こ と が考 え ら れる。 ま た、 非分煙群や非主体的分煙群は喫煙の身

体依存が大き いので禁煙が大変困難であ る こ と が予測 さ れる。

喫煙制限 さ れていない場所での喫煙行動 と の関連についてみる と、

分煙行動、 主体的分煙行動 と もに同様の傾向がみ られた。 －う→なわち

分煙・主体的分煙群共に、 「タ バ コ の灰や吸いが ら は灰皿にいれる」

「喫煙 して よ い場所か ど う か確認 してか ら 吸 う」 と い う 行動が よ く

あ る と い う 者が多い。 ま た、 非分煙群、 非主体的分煙群共に、 「近

く に人がいて も吸 う」「歩き なが ら吸 う」「タバコ の吸いが ら を投

げ捨て る」と い う 行動が よ く あ る と い う 者が多かっ た。 こ の中で、

「タバコ の灰や吸いが らは灰皿にいれる」「歩き なが ら吸 う」「タ

バ コ の吸いが ら を投げ捨て る」 と いっ た喫煙に対 してのマナーにつ

いて、 赤羽 ら1〉が禁煙指導後に喫煙行動が望ま しい方向へ向かっ た

者は、 指導前の喫煙マナーがよい者の比率が比較的高かった と 報告

している。 ま た、 小笹 ら37）は成人男子を対象 と して禁煙啓発を実

施 しその結果、 喫煙制限されていな く て も、 喫煙を控えている場所

のある人は実施群、対象群 と もにそ う でない人よ り 有意に高い禁煙

率を示 し、 こ れらの者は啓発の有無に関わ らず禁煙 しやすい人であ

る と している。 こ の こ と から も制限 されているからではな く、 分蛙
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行動ができ る者は禁煙へのつなが り がある と考えられ、喫他者に対

しての分煙行動の指導は禁煙への動機づけや禁煙行動への効果があ

る こ と が考 え ら れ る。

以上の こ と から、 分煙・主体的分煙行動の関連要因 と して、 喫煙

制限されていない場所で「タバコの灰や吸いが らは灰皿にいれる」

「喫煙 して よい場所かど う か確認してから吸 う」と い う 行動があげ

られ、逆に、 非分煙・非主体的分煙行動の関連要因 と して、「近く

に人がいて も吸 う」「歩き なが ら吸 う」「タバコの吸いが ら を投げ

捨て る」 と い う 行動があげ ら れた。 そ して、 こ れ ら の要因は、 分蛙

ff動よ り も主体的分煙群の方が よ り 鋲著であ り、 禁煙教育を行 う 場

合、 喫煙についての知識を教えるだけではな く、 喫煙者に対 しては

分煙行動や喫煙のマナーな ど を教育 してい く こ と も禁煙教育に と っ

て大き な意義が あ る と 考 え られる。

喫煙行動以外の 日 常生活行動 と の 関連についてみる と 分性行動で

は大学非分蛙群において「就寝時間」が 午前1時以降 と 遅い時間 に

寝る者、 駅分煙群では「運動習慣」がほぼ毎 日 行 う 者、 人学分煙群

では「飲酒習慣」がほ と ん ど飲ま ない者、 大学分煙群では「朝食の

摂政」が毎 日 摂取する者、 駅・大学非分煙群では「アルバイト の有

無」でアルバイト を行っ てい る者がそれぞれの項 目 において有意に
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多かった。 また、主体的分煙行動では駅主体的分煙群において「運

動習慣」がほぼ毎 日 行 う 者、 大学非主体的分煙群では「自動車に乗

る 時のシートベルト」で しない者、 駅主体的分煙群では「健康情報」

を よ く 得ている者が有意に多かった。 そ して、 大学分煙群、駅主体

的分煙群共に、「乗 り 物の中で老人や障害者に席を譲る」と い う 項

目 で必ず譲る と い う 者が多かっ た。

萩原 ら11〉 は成人を対象 と して運動、 睡眠、 食事な どの 日 常保健

行動習慣の良好な者ほ ど、 公共場所での喫煙規制に関する知識・態

度 レベルが高かっ た と してお り、 こ れ ら の行動が良好な分煙者は知

識・態度 レベルだけではな く 行動に もつながっ てい る こ と が う かが

われる。 禁煙 と 日 常生活行動 と の関わ り については伊野津 ら 20）や

小川 ら60〉 が成人を対象 と して「禁煙成功者は健康意識が高い」 と

報告 している。 ま た、 川上 ら28）は成人を対象 と して「喫煙中断行

動の動機づけ と 開始に関わる要因 と して、 運動習慣が、 禁煙維持に

は朝食の規則性や野菜の摂取 と 言っ た ものが関連 している。」と 報

告 している。 また、 小川 ら59）は禁煙教室受講者を対象に受講時 と

1年後に調査を行い、「禁煙成功の関連要因には朝食を毎 日 と る者

に成功率が高かっ た」と している。 ま た、 0ⅠITSUら63）は成人男子を

田 中 ら82）は女子短大生を対象に喫煙に及ぼす要因 と して朝食の摂

取がないあるいは充分でないこ と をあげている。 これらのこ と から、
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禁蛙には朝食や運動が大き く 関わっている こ と がわかるが、 分煙群

は こ れ ら いずれの項 目 に良好な者が多 く、 将来の禁煙への 可能性が

う かがわれる。 ま た、 主体的分煙群においては健康情報を よ く 得て

い る こ と が特徴であ る。 健康情報については藤沢 ら8）が大学生を対

象 と して、 「健康情報入手」は得に実践率が よ く ない項 目 と してあ

げてい る。 こ の こ と か ら、 主体的分煙群はかな り 健康意識が高い こ

と が考 え ら れ る。 ま た、 特に注 目 さ れる のが大学分煙群、 駅主体的

分煙群において「乗 り 物の中で老人や障害者に席を譲る」と い う 項

目 で必ず譲る と い う 者が多かっ た こ と であ り、 岩井 ら21）は保健行

動の分類に中で「交通ルールを守る」「献血をする」「乗 り 物の中

で老人や身障者に席を譲る」 と い う もの を社会性のあ る 行動 と して

お り、 主体的分煙群は社会性が高い こ と が う かがわれた。

以上の こ と よ り、 日 常生活行動の中で、 分煙行動には、 就寝時間、

運動習慣、 飲酒、 朝食の摂取な どの身体面に対 しての健康がよい方

向 にあ る こ と が関連要因であ り、 こ れ ら は禁煙の要因に も な っ てい

る。 ま た、 主体的分煙行動に対 しては 自 動車に乗る と き シートベル

ト をする、 健康情報を得る、老人や障害者に席を譲るな ど精神面に

対 しての健康がよい方向にある こ と が関連要因である と いえる。

主観的健康感 と の関連については駅非分煙群の方が不健康である

ー 65 －



と い う 者が多かった。 また、生活の満足感については大学分煙群、

駅主体的分煙群において満足 している者が多かった。 生活満足感と

喫蛙 と の関わ り については多々 納ら83）は大学生の喫煙の方向に強

く 関与 している ものに「生活の満足度の低さ」をあげている。 また、

萩原ら12）は公共場所での喫煙制限知識の高い ものは職場や家庭で

の生活に満足 している ものが多い と している。 こ れ ら の こ と か ら も、

主観的健康感や生活の満足感が高い分煙者は 日 々 の生活の中で精神

面での状態が非常に良好である こ と が考え られる。

寿命願望については駅主体的分性行動においてのみ差がみ られ、

駅非主体的分蛙群（70．4歳）よ り、 駅主体的分煙群（74．2歳）駅主

体的時々 群（73．9歳）の方が高い と い う 結果であった。 平成 4 4Fの

わが国の平均寿命36）は男子が76．09 歳であ り、 分煙群、 主体的分

蛙群に限らず、 寿命願望は平均寿命よ り 低いこ と が伺われた。 藤沢

ら 9）が大学1年生を対象 と した調査で も男子大学生の望む寿命は71．

7歳 と 当 時の 平均寿 命（74．78歳 S60） と 比べて も低い と して い る。

こ の こ と か ら、 平均寿 命か ら みれば低い寿命願望であ る がト体的分

煙群は非主体的分煙群よ り も長生き したい と い う 希望を持っ てお り、

良寿に対 して肯定的な態度が推察 さ れる。
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第 6 節 分煙行動 と環境面 と の関連

住居に関する項 目 では分煙行動、 主体的分煙行動 と もに関連がみ

られなかった。 住居に関 してはOHTSUら63〉は成人男子の喫煙要因 と

して、 アパート・賃貸マンシ ョ ンに住んでいる者が多い と している

が、 分煙群、 主体的分煙群問わず 自 宅、 アパート においてそれぞれ

約 4 割の者が住んでお り、 関連はみられなかった。 ま た、 同居者に

ついて も関連はみ られなかっ た。 したがっ て、 分煙行動には住居形

態や同居者な どは関連がない もの と 考え られる。

友人や恋人 な ど の交友関 係 に つ いて は駅主体的分煙群 にお い て

「親 しい友人がいる」と い う 項 目 にいない と答える ものが多かった

が、 他の項 目 と は関連がみ られなかっ た。Ilunterら’19）McGuffin59）

川 畑 ら26）は喫煙を開始 さ せ る要因には人種、 性別に 関わ らず、 友

人の喫煙やき ょ う だいの喫煙が強 く 影響する と している。 しか し、

分煙行動には恋人や新 しい友人から の影響をあま り 受けない こ と が

考 え られる。

1カ月 に 自 由に使え る こ づかいについては、 分煙行動では駅分煙

群が（37，675円）駅非分煙群（48，891円）よ り 低 く、 大学分蛙群

（35，295円）も大学非分煙群（40，802円） と比べ、 低い傾向にあっ

た。 喫煙 と こ づかいの関係については村松50）が、 女子大生を対象

と して「喫煙群は非喫煙群に比較 して こづかいの額が多い」と して
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いる。 したがって、分煙群、上体的分煙群において も、 こづかい額

の影響が考 え ら れる。

以上の こ と から、 環境要因の中では、 分煙行動において、 こ づか

いの少な さ と い う のは関連要因である と考え られ、 住居や親友、 恋

人 と は、分煙・主体的分煙行動共に、 あま り 関連がない と考え られ

る。

第 7 節 分煙行動 と 性格面 と の関連

分煙行動が性格 と いかに関わっているか、 交流分析におけるエ ゴ

グラ ム を用いてみた結果、 主体的分蛙行動において、 特徴的な 自 我

状態がみられた。 即ち、駅主体的分煙群は、 N f〉 が高 く、 こ の こ と

は、 人に対 して受容的で、 相手の話に耳を傾け、 親身になって世話

を し、 親切な言葉をかけて柏手を快適な気分にする と している75）。

したがっ て、 駅非主体的分煙群よ り 駅主体的分煙群の方が思いや り

や人に対 して受容的であ る 者が多い こ と が う かがわれる。 さ ら に、

こ の駅主体的分煙群は、 A も高 く、 こ の こ と は、 Aの 自 我状態は、

事災に基づいて物事を判断 し よ う と する部分であ る。 デー タ処理の

際の コ ン ピ ュー タ の よ う な働き をする。 現実を客観祝 し、 あ ら ゆ る

角度か ら情報を収集する。 そ してそれ ら を基に、 冷静に 計算を し推

定を して、 意志決定を行い判断を下す と している76）。 したがっ て、
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駅非主体的分煙群よ り 駅主体的分煙群・時々 群の方が 自 律性豊かな

人間 と して活動で き る者が多い こ と が う かがわれる。

次に、 大学主体的分煙群は、 F（二 が低かったが、 こ の 自 我は、 親

の影響をま った
く 受けていない、 生まれなが らの部分である。 快楽

原則に基づき、 快感を求めて天真爛漫にふる ま う。 直感的な感覚や

創造性の源であ り、 豊かな表現力は周 囲に温か さ、 明 る さ を与え る

と している77）。 村松51〉 は女子大学生を対象 と して、 交流分析に

よ り 喫煙者 と 非喫煙者の心理的特徴を比較 して、 喫蛙者は 自 分の思

いの ま ま 行動 し（A C が低い）、 天真爛漫（F C が高い）で あ っ た

と している。 ま た、 桃崎 ら45）は飲酒者及び喫煙者は中・高校及び

大学生共に未経験者に比べて現実吟味や批判力に欠け（A，（二1二〉 が

低い）自 由奔放であ り （F C が高い）非喫煙者に比べ、 喫煙者に よ

り その傾向が う かがえる。 喫煙者のみに特徴的な もの と して中・高

校生男子の場合は思いや り に欠け（N f〉 が低い）又、 高校男女は 自

己主張が強い傾向にある（A C が低い）と している。 これらの結果

か ら、 喫煙者はF C が高 く、 A C が低い者が多い と いえ る。 これら

の報告から も、 喫煙者は、 F C が高いこ と がいえる。 大学主体分煙

群は、 F（二 が低い と い う こ と は、 非喫煙者 と 同様な 自 由奔放を押 さ

えた 自 我状態にある こ と が う かがわれる。

以上のこ と から、 自我状態の中では、分煙行動に対 しては特に関
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連要因はみられなかったが、 主体的分煙行動においては、 非主体的

分煙群と比べ、 N f｝， Aが高く、 F C が低い ものが多く、 AやNl二｝

を高める こ と に よ り、 主体性がでて く る と 考え られる。

第 8 節 分煙行動 と知識・意識・行動

分煙行動の有無 と知識・意識・行動と の関連についてみてみる と、

図 5 の と お り であった。 分煙群は、 喫煙規制意識が高 く、 喫煙制限

さ れていない場所での喫煙行動が よい と い う のが特色であ る。 こ の

こ と は分煙群は、 他人の こ と や社会の こ と を考え る こ と ので き る 社

会的健康度が高い者である と 考え られる82）。 さ ら に、 分煙群は将

来の禁煙意識が高いこ と から、 制限 さ れている場所で分煙行動を積

極的に進め る こ と は、 禁煙への対策 と して有効であ り、 ま た、 分煙

行動は受動喫煙の立場にいる 非喫煙者だけではな く、 喫煙者に と っ

て も重要である こ と が考え られる43）。 これに、 対 し、 非分煙群は、

喫煙は個人の 自 由 と 考 えてお り、 他者に対 しての配慮や喫煙を あ く

ま で も個人的問題 と しか考 えていない。 ま た、 喫煙本数 も多 く、 喫

煙 タ イ プか ら も、 ニ コ チン に よ る身体依存度がかな り 強 く、 禁煙場

所であって も タバ コ を吸っ て しま う こ と が考え られる。 ま た、 喫煙

制限 さ れていない場所では、 マナーの悪い吸い方を してい る。 そ し

て、 日 常生活については、 アルバイト な どを行い、 運動 も しな く、
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就寝時間 も遅 く、 主観的に不健康 と 感 じてお り、 社会的に も、 精神

的 に も不健康な者が多い こ と が う かが え る。

次に、 主体的分煙群 と 非主体的分煙群の比較を行っ た と こ ろ表 2

（ゝ〉の ご と く であ った。 主体的分煙群に多 く み られ特徴 と い う べき 項

目 をあげる と、 喫煙場所では、 他人の健康のために分煙を行っ てお

り、 喫煙制限 さ れている場所で も、 分煙させ られている と い う よ り、

他人のために している と 考え られる。 その他には、 喫煙所では他人

に嫌な顔な ど を さ れる ので分燻 してお り、 他者への気づかい も感 じ

ら れる。 喫煙タ イ プでは、 鋲静的・快楽的喫煙タイ プの者が多 く、

喫煙制限 さ れていない場所でのマナーが よ く、 老人や障害者に席を

譲 る と い う こ と が特色であ り、 他者への思いや り があ る と 考 え られ

る。 川 田は30）「喫煙に関する健康教育の 目 的は人々 が 自 発的に禁

煙・節煙の意義を認識 して、 意志決定 し、 禁煙・節煙行動を と り、

それを持続 させる こ と であ る」と している。 したがって、 分煙行動

を 見 る に あ っ たて も 制限 さ れた場所で強制的に分煙 さ せ ら れて い る

と い う のではな く、 主体性を持っ て分煙行動がで き る よ う に な る こ

と が、 喫煙者の健康意識を高める と い う 点から も非常に重要である

と 考 え ら れる。
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次に、 非分煙行動から主体的分蛙行動へ、ひいては禁煙 と い う 過

程を想定 して、 各時点におけ る要因を示す と 図 6 の と お り であ る。

非分煙群が高率に回答 していた要因を非分煙関連要因、 主体的分蛙

群が高率に回答 していた要因を分煙関連要因 と して、 知識、意識、

行動についてみる と、 左側は禁煙に対 してマイ ナスの非分煙関連褒

因、 右側は分煙関連要因 と考えた。 非分煙関連要因 と しては、 意識

面では過去に禁煙 した理由 と して「意志カを試す」や「医帥からの

注意」の 2 要因が、 喫煙制限場所に対 しては レスト ラ ン をあげてい

る。 個人的な健康面では喫煙は個人の 自 由 と 考えてお り、 成人男 子

の喫煙を肯定 している。 ま た、 喫煙をアク セサリ ー と い う 外見的な

格好良 さ を意識 している。 行動面では、 喫煙習慣は喫煙タ イ プのt‾P

で もかな り 進んだ身体的に タバ コ を放せない耽溺的、 自 動的喫煙タ

イ プの行動を示 している。 ま た、 喫煙する時は近 く に人がいて も吸

い、 吸いが ら は投げ捨て、 歩き なが ら 吸 う と いっ たマナー の悪 さ が

あ る、 日 常行動において も就寝時刻が遅い、 運動習慣がない、 ま た、

ア ルバイト を行っ てお り、 上観的な健康感 も 良 く な い と い っ た貸因

が認め られた。 こ れ ら の非分煙・非主体的分煙の関連要因を多 く 持

つ者は喫煙や非分煙行動が継続 さ れる こ と に な る であ ろ う。

一一方、 右側には分煙や禁煙にプラ ス の要因、 即ち分煙関連要因を

掲げた。 意識面では将来禁煙 したい と 思っ ている者に対 しての理Lh
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において「タ バ コ がまず く な っ た」の身体的理由が多 く、 ま た、 禁

煙場所で吸わない理由 と して「他人に嫌な顔を される」と い う 社会

的圧力や「他人の健康を考えて」、「人の タバコ の煙を吸わ さ れる」

と いっ た受動喫煙を意識 している。 ま た、 喫煙制限場所に対 しては

JRや病院な どの公共機関や多 く の人が集ま る場所の他、 居酒屋、

喫茶点、 遊戯場において も規制すべき と い う 意識が強い、 こ の社会

的規制意識が強い こ と は分煙関連要因 と 異な る注 目 すべき 要因であ

る。
－一一一方、個人的には「吸 う 量を減らす」と している。 行動面にお

いては、 喫煙タ イ プ と しては喫煙進度か らみて軽度か ら 中程度の精

神的依存の段階にあ る快楽的、 鋲静的喫煙タ イ プの行動を示 してい

る。 こ れは喫煙阻害要因では身体的に タバコ がやめ られない状態に

進んでいる こ と と 比較 し、 大き く 異な る要因であ る。 喫煙時の状況

では喫煙場所を確認 して吸い、 灰皿に入れる な ど、 規範的行動がみ

られ、 ま た、 日 常生活において も乗 り 物の中で席をゆずる な ど思い

や り の精神がみ られ、 運動習慣や健康情報の入手に も積極的である

な どの要因が見 られた こ れ ら の上体的分煙関連要因は、 禁煙の柴l月

で も あ り、 禁煙行動への移行が期待 さ れる。
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第 7 草 結 論

主体的な分煙行動の関連要因を明 ら かにする ために大学生を対象

に分煙行動に関する調査を行い以下のよ う な結果を得た。

1）対象者におけ る喫煙率は 48．5％で1日 の喫煙本数は16
～ 2 ‖

本の者が最 も多 く、 禁煙を行っ た こ と があ る者は 61．7％であっ た。

過去の禁煙理由の中では「健康に悪い」、「経済的理由」が高率で

あ っ た。

2）喫煙者の中 で分煙行動を行っ てい る者は、 駅では64．2％、大学で

は 15．4％であ っ た。

こう）分性行動を行っ ている者の中で、 喫煙制限 さ れていない場所で

も分煙行動ができ る と い う 主体的分煙行動は、 駅での分煙群の18．8

％、大学での分煙群の 2G．5％であ っ た。

4）主体的分煙群と非主体的分煙群を比較して、知識・意識・行動

に ついて検討 した結果

①主体的分煙群は、 喫煙 と 心筋梗塞 と の関係に関する知識を持っ
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て いる こ と が明かであっ た。 他の知識については、 差が認め られな

か っ た。

②意識 と の関連では、 主体的分煙群は、 将来の禁煙理由において

「周囲の人の迷惑」や「タバコがまずく なった」であ り、 喫煙所で

の喫煙理由は「他人の健康を考える こ と」であった。 また、公共機

関や多く の人が集ま る場所での喫煙規制や制限意識が高いこ と であ

っ た。 －一一方、 非主体的分檀群は、 喫煙 に対 して「個人の 白 山 だ」

「タ バ コ を アク セ サリ ー」 と 考 えて い る こ と が 明 ら かで あ っ た。

③喫煙行動から喫煙タ イ プを判定する と 主体的分煙群は、 喫煙段

階 7 段階の う ちの こう段階にある快楽的喫煙タイ プであっ た。 また、

喫煙制限 さ れていない場所では「タバコ の灰や吸いが らは灰皿にい

れ る」、 「喫煙場所か否か確認 して吸 う」 と い う 行動であ っ た。 そ

れに対 し、 非主体的分煙群は喫煙制限 さ れていない場所では「近 く

に人がいて も タ バ コ を吸 う」、 「歩き なが ら タ バ コ を吸 う」、 「タ

バ コ を投げ捨て る」 と い う 行動が鋲著であ っ た。

④ H 常生活行動の 中 で主体的分檀群は「自 動車に乗る と き シート

ベルト をする」、 「健康情報を よ く 得る」、 「鹿人や障害者に席を

譲 る」 と い う 行動 をす る 者が鋲著であ っ た。

5）交流分析における 自我状態について、主体的分煙群は、 保護的

－
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N f｝や冷静、 客観的Aが高 く、 F C が低かった。

以上の こ と か ら、 主体的に分煙行動を引 き 出す上で、 喫煙を個人

の問題だけではな く、 他者への健康を考える こ とや喫煙規制意識を

高める こ とや規範的行動が と れる こ と が係わる要因 と して考え られ

た。
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第 8 草 約

喫煙は喫煙者には成人病への危険因子 と して、 ま た、 非喫煙者に

対 して も受動喫煙に よ る、 多 く の疾患 と の危険度が増す こ と が明 ら

かに さ れた。 近年では、 公共の場所を 中心 と して喫煙空間 を制阻す

る な どの分煙対策が と られてお り、 健康づ く り を進め る上で重磐な

問題 と な っ てい る。

そ こ で本調査では大学生を対象に分煙行動に関わる要因 を検討 し、

主体的に分燻行動を引 き 出す上で有効な要因を明 ら かに し、 非喫他

者の受動喫煙の予防や喫煙者への禁煙教育の資料を得る こ と を 目 的

と した。

研究方法は、 質問紙法に よ る集合調査を行い、1993年 6 月、【F旬に

関東国内 6 校の大学生3286人を対象 と した。 こ の う ち男子大学生 2，

200名 を分析対象 と した。 有効回答数は 2，055名 で93．4％であ っ た。

質問紙は喫煙状況、 大学内お よび駅での分煙行動、 喫煙制限 さ れ

ていない場所での分煙行動、 喫煙に対する知識、 意識、 日 常生活な

ど で構成 さ れ、 自 我状態については東大式エ ゴグラ ム を用いた。

その結果は以下の と お り であ／Jた：

1）喫煙者は 996名 （48．5％）の学生にみ られた。

2）喫煙者の分煙行動をみる と、 喫煙制限のある場所 と しての駅で

は 64．2％の者（駅分蛙群）、大学では15．4％の者（大学分蛙群）が
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で き ていた。 喫煙制限されていない場所で主体的に分煙行動ができ

る 者は、 駅分煙群の 18．8％の者、 大学分煙群の 26．5％の者がであ っ

た。

3）主体的分煙行動の意識面での関連要因は、 喫煙に対する規制レJ

意識が高 く こ れは、 禁燻の費因 と
′一致 していた。 さ ら に関連要因 と

して、 他人の健康を考 えなが ら 喫煙 してい る こ と がわかっ た。

4）主体的分煙行動の行動面での関連要因は、 喫煙に関係する もの

と しては、 喫煙制限 さ れていない場所で タ バ コ の灰 を吹皿に入れ る

こ と や、 喫煙 して よ いか確認する な どの行動ま た、 日 常生活におい

ては老人に席を譲る な ど と いった規範的な行動が と れる者、 が多か

っ た。

以上の こ と か ら、 主体的に分煙行動を 引 き 出す上で、 喫煙を個人

の 問題だけではな く、 他者への健康を考え る こ と や喫煙規制意識を

高め る こ と や規範的行動が と れる こ と が係わる要因 と して考 え ら れ、

場所をわき ま えての喫煙がそ う でない場合よ り も節煙につなが り、

さ ら に禁煙への可能性が示唆 さ れた。
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A Study On Factors Concerlling“Separate Smoking Behaviour”

Among College Students

KAZUfIIRO AOKI

Summary

In order to get the data related to antismoking education，the author

carried out a survey on the factors
con皿eCted voluntary’separated smonking

behaviour’．

Metbods of tbe survey were as follows；

The survey were carried out onJunein1993 and the objects were 2200

students of 6 universitiesi皿 Kantou area． The
objects answered

to

questionnaire which consisted of present condition or smoking babits，aS tO

separated smoking behaviorinlimited places of smoking（for example at the

station or at the campus of each university）andin nolimited places，

kIlOWledge and consciousness as to smoking，and tbe way ofleading dailylives．

AddiIlg tO the questionnaire，TEG（Ego－gram by system of the University of Tokyo）

were answered too．

2055 were usefulanswers（93．4％ of 2200）．

The results were as follows：

1． Smoking rate was 48．5％（996）oftotalnumber，2055

2． There were 3 types of smokers．Type one was the smokers wbo smoke at the

separate places（were called’separate smoker’）alld
type 2 was’occasioIlal

separate smokers’and type 3 was the smokers who smoked without considering of

separately（’no seDarate SmOker’）．

64．2％ of tbe smokers were separate smokersin the stations where there were

smokinglimited

Place，and15．4 ％ of tbose were separate onesin their campus．

18．8％ among the separate smokers at the stations were voluntary separate

smokersin there and 26．5％ among tbosein the campus were voluntary separate

－ 86 －



smokersin there．

3． Leading separate smoking behaviour voluntarily，related factors as to

consciousness were’high consciousness of smoking restriction’and

’consideration
of bealth of the otbers’．

4． Leading separate smoking behaviour voluntarily，related factors as to

behaviour were’dumping ash of cigaretteinto the ash tray’and’making sure

that there was smoking place or not’．

Concer皿ing with those factors as to behaviourin dailylives，there were many

Students wbo had normalsocialmanner，for example，tO Offer bis seat to an

Old person．

From the above，it was
concluded thatin order

to bring out behaviour of

VOluntary separate smoking，SmOking was not onlyindividualproblem but also

SOCialproblem，and considering health of the others，having high

COnSCiousness of smoki皿g reStriction and acting normally wereimportant

factors for decreasing number of cigarette and bringing to antismoking．

－
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表1 対象者の年齢構成 N＝2055
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表3 対象者の所属学部N＝2055
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表5 対象者の住居形態N＝2055
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表7 対象者の主観的健康感N＝2052
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表2 対象者の所属大学 N＝2055
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表4 対象者の住居の場所N＝2054

人数 ％
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表6 対象者の同居者N＝2052

人数 ％
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表8 喫煙率 N＝2055
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表10 喫煙者の禁煙経験 N＝993
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表9 喫煙者の喫煙本数N＝988

人数 ％
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表11 喫煙者の禁煙意識 N＝993
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表12 調査対象者の分煙行動状況
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表13 調査対象者の主体的分煙行動状況

駅分煙群（N＝568）

人数（％）

大学分煙群（N＝136）

人数（％）

主体的分煙群 107（18．8）

主体的時々分煙群282（49．6）

非主体的分煙群 179（31．5）

36 （26．5）

65 （47．8）

35 （25．7）



表14 分煙行動と喫煙の知識との関係 （駅：N＝884 大学：N＝882）（％）

1

駅分煙群 時々群 非分煙群 ：大学分煙群 時々群 非分煙群

喫煙の知識

血圧や皮膚温の変化

正解

不正解

わからない

胃潰瘍との関係

正解

不正解

わからない

心筋梗塞との関係

正解

不正解

わからない

受動喫煙について

正解

不正解

わからない

副流煙の害について

正解
不正解

わからない

鉄道の禁煙車内での法知識

正解

不正解
わからない

事業所での喫煙対策の法知識

正解

不正解
わからない

知的作業能率について

正解

不正解

わからない

タールについて

正解

不正解

わからない

ニコチンについて

正解

不正解

わからない

9．3

69．9

20．8

29．8

23．6

46．7

53．0

12．9

34．2

45．2

12．5

42．3

81．9

6．0

1Z．1

33．1

18．5

48．4

52．5

9．2

38．4

59．2

15．5

25．4

51．9

15．0

33．1

13．4

9．2 10．4

66．3 67．2

24．5 22．4

26．1 26．9

26．5 31．3

47．4 41．8

49．8 61．2

8．4 10．4

41．8 28．4

39．4 41．8

12．9 10．4

47．8 47．8

86．7 83．6

4．0 3．0

9．2 13．4

29．7 22．4

23．3 25．4

47．0 52．2

55．0 49．3

8．4 7．5

36．5 43．3

55．4 53．7

18．9 14．9

25．7 31．3

55．4 56．7

12．0 13．4

32．5 29．9

6．4 10．4

59．0 63．9 61．2

27．6 29．7 28．4

11．8 9．7 6．0

69．9 66．6 75．6

18．4 23．7 18．5

25．0 27．7 35．1

22．8 25．8 23．2

52．2 46．5 41．7

55．9 51．6

11．0 11．4

33．1 37．0

47．1 42．0

12．5 12．5

40．4 45．5

54．8

11．3

33．9

44．6

12．5

42．9

＊

80．1 83．7 84．5

8．1 4．5 5．4

11．8 11．8 10．1

36．0 29．4 33．9

15．4 20．2 25．0

48．5 50．3 41．1

51．5 50．7 62．5

9．6 9．3 6．5

39．0 40．0 31．0

61．8 54．7 64．3

18．4 16．6 14．3

19．9 28．7 21．4

51．5 52．6 57．1

12．5 13．8 16．1

36．0 33．6 26．8

14．7 10．6 10．7

54．4 59．5 69．0

30．9 29．9 20．2

X2TEST：＊Pく0．05



表15－1 分煙行動と禁煙経験・理由との関係 （駅：N＝884 大学：N＝882）（％）

駅分煙群 時々群 非分煙群 ：大学分煙群 時々群 非分煙群

禁煙経験
あり

禁煙回数

1回

2～5回

6～10回

10回以上

禁煙理由（複数回答）

病気をした

健康に悪い

経済的理由

タバコがまずくなった

医師の注意

家族・知人の注意

周囲の人の迷惑

意志力を試す

その他
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X2TEST：＊＊Pく0．01＊Pく0．05

表15－2 分煙行動と将来の禁煙意識・理由との関係 （駅：N＝883 大学：N＝881）（％）

l

駅分煙群 時々群 非分煙群；大学分煙群時々群 非分煙群

将来の禁煙

絶対したい
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無理だろう

絶対しない
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病気をした

健康に悪い

経済的二理由
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表15－3 分煙行動と喫煙所での喫煙行動の理由との関係 （駅：N＝882 大学：N＝879）（％）

駅分煙群 時々群 非分煙群：大学分煙群 時々群 非分煙群

喫煙所での喫煙行動の理由

他人への迷惑を考える

他人の健康を考える

禁煙場所

他人に嫌な顔などをされる

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

＊

人のタバコの煙を吸わされる

人が少ない、あるいは多い

禁煙所でも吸っている人がいる＊＊＊

禁煙場所か否か、気にしない ＊＊＊

喫煙は個人の自由 ＊＊＊

タバコの吸いがらが落ちてる ＊＊＊

病気をした

健康に悪い

経済的理由

医師の注意
家族・知人の注意 ＊
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表15－4 分煙行動と喫煙に対しての意識との関係（1） （駅：N＝884 大学：N＝882）（％）

駅分煙群 時々群 非分煙群 ≡大学分煙群時々群 非分煙群
】

迷惑をかけなければ吸ってもよい

とても思う

やや思う

あまり思わない

思わない

喫煙は個人の自由である

とても思う

やや思う

あまり思わない

思わない
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未成年者は喫煙すべきではない

とても思う
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成人男子は喫煙してもよい

とても思う
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成人女子は喫煙してもよい

とても思う
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思わない
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表15－5 分煙行動と喫煙に対しての意識との関係（2） （駅：N＝884 大学：N＝882）（％）

駅分煙群 時々群 非分煙群：大学分煙群 時々群 非分煙群

タバコは寿命を縮めるものである
とても思う

やや思う

あまり思わない

思わない

タバコはストレス解消などになる

とても思う

やや思う

あまり思わない

思わない

タバコを吸うとやせられる

とても思う

やや思う

あまり思わない

思わない

タバコはアクセサリーにもなる

とても思う

やや思う

あまり思わない

思わない

喫煙を吸う権利もある

とても思う

やや思う

あまり思わない

思わない

タバコのCMなどを減らすべきだ

とても思う

やや思う

あまり思わない

思わない
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表15－6 分煙行動と喫煙制限に対しての意識との関係 （駅：N＝884 大学：N＝882）（％）

分煙群 時々群 非分煙群：大学分煙群 時々群 非分煙群

病院

全部禁煙にすべきだ

禁煙所を増やすべきだ

禁煙所を減らすべきだ

禁煙所はいらない

JRや私鉄の駅

全部禁煙にすべきだ

禁煙所を増やすべきだ

禁煙所を減らすべきだ

禁煙所はいらない

通っている学校の教室

全部禁煙にすべきだ
禁煙所を増やすべきだ

禁煙所を減らすべきだ

禁煙所はいらない

食堂、レストラン

全部禁煙にすべきだ

禁煙所を増やすべきだ

禁煙所を減らすべきだ

禁煙所はいらない

居酒屋、ディスコ

全部禁煙にすべきだ

禁煙所を増やすべきだ

禁煙所を減らすべきだ

禁煙所はいらない

喫茶店

全部禁煙にすべきだ

禁煙所を増やすべきだ

禁煙所を減らすべきだ

禁煙所はいらない

パチンコ屋などの遊戯場

全部禁煙にすべきだ

禁煙所を増やすべきだ

禁煙所を減らすべきだ

禁煙所はいらない
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表16－1 分煙行動と喫煙本数との関係 （駅：N＝879 大学：N＝878） （％）

駅分煙群 時々群 非分煙群 大学分煙群 時々群 非分煙群

喫煙本数 ＊＊＊

1～ 5本

6～10本

11～15本

16～20本

21本以上
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表16－2 分煙行動と喫煙タイプとの関係 （駅：N＝884 大学：N＝882） （％）

1

駅分煙群 時々群 非分煙群：大学分煙群 時々群 非分煙群

刺激的喫煙

急いで片付けねばならない仕事を

しているときに吸うことが多い 29．9

疲れた時にタバコを吸うと元気が

出て仕事が続けられる

鎮静的喫煙

何か悩み事があるときによく吸う

何か腹の立つことがある時に

よく吸う

快楽的喫煙

静かに休息している時に吸う

タバコが一番よい

椅子に深くすわってタバコを

楽しめる時しか普段吸わない

心理社会的喫煙

他の人にタバコをあげたり

もらったりするのが楽しくて吸う

他の人と一緒にいる時に吸う量が

増える

感覚運動的喫煙

タバコに火をつけるのもタバコを

吸う楽しみの一つである

口から吐き出す煙を眺めるのも

タバコを吸う楽しみの一つである

耽溺的喫煙

タバコを切らすと再び手にする

までたえられない気持ちになる

しばらく吸わないでいると

タバコに飢えて苦しい

38．4

65．1

67．3

75．4

9．7

10．4

64．3

36．3

41．5

31．0

＊＊

39．3

自動的喫煙

灰皿に火のついたタバコがあるのに ＊＊

気付かず次のタバコに火をつける 10．9

無意識のうちに火をつけてしまい ＊＊

気がっいたらタバコを吸っている 26．2

27．3 40．3

42．2 50．7

72．3 71．6

75．5 73．1

79．9 74．6

8．0 6．0

10．4 14．9

63．1 68．7

36．9 34．3

41．0 46．3

36．5 43．3

46．2 59．7

14．5 25．4

33．7 43．3

＊＊

30．9 29．6 31．0

36．0 41．5 41．1

64．7 68．0 69．0

63．2 71．5 70．8

72．1

16．2

11．8

53．7

29．4

40．4

77．5 78．0

6．9 10．1

9．9 13．1

66．8 63．1

37．2 39．3

40．5 47．0

29．4 34．1 35．7

37．5 44．1 43．5

10．3 13．7 13．1

21．3 31．7 29．8

X2TEST：＊＊f）く0．01＊Pく0．05



表16－3 分煙行動と喫煙制限されていない所での喫煙行動との関係

（駅：N＝884 大学：N＝882）（％）

駅分煙群 時々群 非分煙群 至大学分煙群 時々群 非分煙群

近くに人がいても吸う

よくある

時々ある
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歩きながら吸う

よくある
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吸いがらを投げ捨てる

よくある

時々ある
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タバコの灰や吸いがらは

灰皿に入れる
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灰皿を持ち歩いて吸う
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表16－4 分煙行動と日常生活行動との関係 （駅：N＝884 大学：N＝882） （％）

駅分煙群 時々群 非分煙群：大学分煙群 時々群 非分煙群

就寝時間

11時以前

11～12時
12～ 1時

1時以降
運動 ＊

ほぼ毎日

週 3回位
週1～2回位

はとんどしない

飲酒

ほぼ毎日

週 3回位
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ほとんど飲まない

朝食
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シートベルト ＊＊

必ずする

時々する
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表16－5 分煙行動と生活の満足感・生きがい感・主観的健康感との関係

（駅：N＝884 大学：N＝882）（％）

駅分煙群 時々群 非分煙群：大学分煙群 時々群 非分煙群
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非常に健康

まあ健康

どちらかといえば不健康

不健康

∩
〓
）

「
へ
∪

3

3

一

●

●

●

n
r
U

3

3

4

＊

1

3

3

1

nU

2

2

0
ハ
h
U

●

●

●

●

●

2

0
入
U

2

9

n
X
U

1

3

3

ハLU

7
ハhU

n
‖
Y

●

●

●

●

4

7

4

3

＊

2

「
n
U

l

nU

9

4

7

■

●

●

＿

∩
〓
Y

2

9

7

1

3

3

1

0

7

「
へ
U

4

3

●

●

●

●

●

nUO

3

4

nU

3

3

3

1

1

nnU

「
へ
U

7

2

●

●

●

●

nU

4

3

1

2
ハnU

l

n
r
U

3

3

4

●

●

●

▲

4

4

1

9

1

3

3

1

∩
〓
V

3

00

∩
‖
▼

nrU

●

●

●

●

一

n
r
U

l

r
n
U

nuJ

一
刀
】

3

3

1－

4

3

nrU

5

●

■

●

一

2
nrU

nU

7

2

4

2

nrU

（UO

O
入
U

ハトU

●

●

●

一

n
r
U

ハトU

3

9

1

3

3

2
∩＝J

n
J
U

9

1

●

●

●

●

●

3

4

7

「
n
U

n
X
U

1

4

2

9

nnU

2

2

■

●

●

一

7
ハトU

3

2

2

5

1

1

7

n
Y
O

4

●

●

●

■

ハhU

2

4
ハトU

1

3

3

1

∩
‖
V

ハhU

3

5
nnU

●

●

●

●

一

nU

4

4

9

1

1

3

3

1

nU

9

「
n
U

ハLU

●

●

●

一

3

0

3

2

2

ハ
h
U

l

1

7

3

9

1

1

「
h
U

9

3

●

●

●

●

●

●

●

●

▲

3

2
ハトU

7

nU

5

4

1

n
X
U

1

3

3

1

1

3

3

1

0

9

nU

2

●

●

●

一

1

3

1

4

▲り′〕

5

2

X2TEST：＊f）く0．05



表17 主体約分煙行動と喫煙の知識との関係 （駅：N＝568 大学：N＝136）（％）

駅主体群 時々群 非主体群 大学主体群時々群 非主体群

喫煙の知識（あり）

血圧や皮膚温の変化

あり

なし

わからない

胃潰瘍との関係

あり

なし

わからない

心筋梗塞との関係

あり

なし

わからない

＊

受動喫煙について ＊
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なし

わからない

副流煙の害について
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なし
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45．8 36．2 49．7

84．1 82．3 79．9

6．5 5．0 7．3

9．3 12．8 12．8

鉄道や地下鉄の禁煙車内での法知識

あり 40．2 32．3 30．2

なし 15．9 19．1 19．0

わからない 43．9 48．6 50．8

事業所での喫煙対策の法知識

あり

なし

わからない

知的作業能率について

あり

なし

わからない

タールについて

あり

なし

わからない

ニコチンについて

あり

なし

わからない

59．8 52．8 47．5
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30．8 38．3 43．0
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50．5 56．0 46．4

14．0 13．1 18．4

35．5 30．9 35．2

17．8 13．1 11．2

55．1 61．3 57．5
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58．3 50．8
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X2TEST：＊Pく0．05



表18－1主体的分煙行動と将来の禁煙意識との関係 （駅：N＝567 大学：N＝135）（％）

駅主体群 時々群 非主体群・大学主体群 時々群 非主体群

将来の禁煙

絶対したい

できればしたい

無理だろう

絶対しない

将来の禁煙理由

病気をした

健康に悪い

経済的理由

タバコがまずくなった

医師の注意

家族・知人の注意

周囲の人の迷惑
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表18－2 主体的分煙行動と喫煙所での喫煙行動の二理由との関係（駅：N＝568 大学：N＝136）（％）

駅主体群 時々群 非主体群：大学主体群 時々群 非主体群

喫煙所での喫煙行動の理由

他人への迷惑を考える

他人の健康を考える

禁煙場所だから

（複数回答）

85．8

＊＊＊ 51．4

＊ 80．4

他人に嫌な顔などをされる 48．6
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人が少ない、あるいは多い 44．9

禁煙所でも吸っている人がいる 26．2
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喫煙は個人の自由だから 23．4

タバコの吸いがらが落ちてる 17．8

病気をした

健康に悪い

経済的理由

医師の注意
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吸う量を減らすため
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表18－3 主体的分煙行動と喫煙に対しての意識との関係（1）（駅：N＝568 大学：N＝136）（％

駅主体群 時々群 非主体群 大学主体群 時々群 非主体群

迷惑をかけなければ吸ってもよい ＊

とても思う

やや思う

あまり思わない

思わない

喫煙は個人の自由である

とても思う

やや思う

あまり思わない

思わない

人が集まる場所は喫煙規制すべきだ

とても思う

やや思う

あまり思わない

思わない

子供や妊婦の前では吸うべきでない

とても思う

やや思う

あまり思わない

思わない

未成年者は喫煙すべきではない

とても思う

やや思う

あまり思わない

思わない

成人男子は喫煙してもよい

とても思う

やや思う

あまり思わない

思わない

成人女子は喫煙してもよい

とても思う

やや思う

あまり思わない

思わない
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表18－4 主体的分煙行動と喫煙に対しての意識との関係（2）（駅：N＝568 大学：N＝136）（％

駅主体群 時々群 非主体群 大学主体群 時々群 非主体群

タバコは寿命を縮めるものである

とても思う

やや思う

あまり思わない

思わない

タバコはストレス解消などになる

とても思う

やや思う

あまり思わない

思わない

タバコを吸うとやせられる ＊

とても思う

やや思う

あまり思わない

思わない

タバコはアクセサリーにもなる

とても思う

やや思う

あまり思わない

思わない

喫煙を吸う権利もある

とても思う

やや思う

あまり思わない

思わない

タバコのCMなどを減らすべきだ

とても思う

やや思う

あまり思わない
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自動販売機での販売をやめるべきだ

とても思う

やや思う

あまり思わない
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表18－5 主体的分煙行動と喫煙制限に対しての意識との関係（駅：N＝568 大学：N＝136）（％）

駅主体群 時々群 非主体群 大学主体群 時々群 非主体群

病院 ＊

全部禁煙にすべきだ 44．9

禁煙所を増やすべきだ 43．0

禁煙所を減らすべきだ 4．7

禁煙所はいらない

JRや私鉄の駅 ＊＊

全部禁煙にすべきだ

禁煙所を増やすべきだ
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パチンコ屋などの遊戯場
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禁煙所を減らすべきだ
禁煙所はいらない
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表19－1 主体的分煙行動と喫煙タイプとの関係 （駅：N＝568 大学：N＝136）（％）

駅主体群 時々群 非主体群：大学主体群時々群 非主体群

刺激的喫煙

急いで片付けねばならない仕事を 26．2

しているときに吸うことが多い

疲れた時にタバコを吸うと元気が 32．7

出て仕事が続けられる

鋲静的喫煙

何か悩み事があるときによく吸う 63．6

何か腹の立つことがある時に 61．7

よく吸う

快楽的喫煙

静かに休息している時に吸う 72．0

タバコが一番よい

椅子に深くすわってタバコを ＊＊＊21．5

楽しめる時しか普段吸わない

心理社会的喫煙
他の人にタバコをあげたり 11．2

もらったりするのが楽しくて吸う

他の人と一緒にいる時に吸う量が 55．1

増える

感覚運動的喫煙

タバコに火をつけるのもタバコを 38．3

吸う楽しみの一▲つである

口から吐き出す煙を眺めるのも 43．0

タバコを吸う楽しみの一つである

耽溺的喫煙

タバコを切らすと再び手にする 29．9

までたえられない気持ちになる

しばらく吸わないでいると ＊34．6

タバコに飢えて苦しい

自動的喫煙

灰皿に火のついたタバコがあるのに 5．6

気付かず次のタバコに火をつける

無意識のうちに火をつけてしまい 21．5

気がついたらタバコを吸っている

32．3 28．5

36．9 44．1

68．1 61．5

67．7 69．8

75．9 76．5

5．7 8．9

11．7 7．8

68．1 63．7

36．5 34．6

40．8 41．9

29．8 33．5

36．2 46．9

11．0 14．0

26．2 29．1

36．1 29．2 28．6

33．3 36．9 37．1

＊＊ 72．2 72．3 42．9

63．9 69．2 51．4

＊ 63．9 83．1 60．0

＊＊ 30．6 6．2 20．0

13．9 10．8 11．4

47．2 58．5 51．4

30．6 27．7

36．1 38．5

31．4

48．6

27．8 30．8 28．6

41．7 30．8 45．7

11．1 10．8 8．6

16．7 15．4 37．1

X2TEST：＊＊＊Ⅰ）く0．001＊＊f）く0．01＊Pく0．05



表19－2 主体的分煙行動と喫煙制限されていない所での喫煙行動との関係
（駅：N＝568 大学：N＝136）（％）

駅主体群 時々群 非主体群：大学主体群 時々群 非主体群
l

喫煙制限されていない所での喫煙行動

近くに人がいても吸う ＊＊＊

よくある

時々ある

ない

歩きながら吸う

よくある

時々ある

ない

吸いがらを投げ捨てる

よくある

時々ある

ない

22．4 30．9 59．4

47．7 61．0 30．2

29．9 8．2 13．4

＊＊＊

33．6

40．2

26．2

＊＊＊

20．6

46．7

32．7

タバコの灰や吸いがらは灰皿に入れる

よくある

時々ある

ない

灰皿を持ち歩いて吸う

よくある

時々ある

ない
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喫煙してよい場所かどう確認してから吸う ＊＊＊
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表19－3 主体的分煙行動と日常生活行動との関係 （駅：N＝568 大学：N＝136）（％）

駅主体群 中間群 非主体群享 大学主体群 中間群 非主体群

就寝時間

11時以前

11～12時

12～ 1時

1時以降

運動

ほぼ毎日

週 3回位

週1～2回位

ほとんどしない

飲酒

はぼ毎日

週 3回位

週1～2回位

はとんど飲まない

朝食

ほぼ毎日

週 3回位

週1～2回位

はとんど食べない
シートベルト

必ずする

時々する

あまりしない

しない

乗らない

健康情報 ＊＊＊

よく得ている

少し得ている

あまり得ていない

全く得ていない

授業中のノート

だいたいの授業はとっている

およそ半数の授業はとっている
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表20 主体的分煙群と非主体的分煙群の比較

非制限分煙群 制限分煙群 非主体的分煙群 主体的分煙群

【駅】
《知識》

・心筋梗塞

《喫煙所での理由》
＊禁煙場所だから

＊他人の健康を考えて

・吸う量を減らす

●●●●● ●●●●●

●●●●○

●●●●●

●●●●●

○

●●●●●

○ ●●●○ ●●●○ ●●●

●●○

●○

●●●○

●●●○

●●○

●●●●○

●●○

●●○

●●●●●

○

●●●○

・人の煙を吸わされる

《苧禁蒜軍薯馳煙

●○

●●●●●

●●○

●●●●●

すべきでない ●●○ ●●○

＊喫煙規制意識 ●○ ●●●●○

・CMを減らすべきだ

《喫煙制限意識》
＊－IRや私鉄の駅

（禁煙所を増やす）

＊教室

○

●●●○

●○

●●●●●
○

●●●●○●●

●○

●●

●●●○

●○

●●●●○

●●○

・病院
●●●●○ ●●●●○

・喫茶店 ●○ ●●●○

・居酒屋
●○ ●●○

・遊戯場

《喫煙制限されていない場所》
＊喫煙場所か確認して吸う

●○

●●●○

●●○

●●●●●

●●○

●●●●●

●●○

●

●●●○

＊吸いがらは灰皿に入れる

・灰皿を持ち歩く

《日常生活》

・運動をする

●●●●○ ●●●●●

○

●●●○

○

●●○

・老人や障害者に席を譲る ●○ ●●●○

・健康情報を得ている ●○ ●○

長森藁左禁煙意識》
＊タバコがまずくなった

《禁煙場所での理由》

・他人に嫌な顔をされる

《喫煙への意識》

＊喫煙規制意識

《喫煙タイプ》

・鎮静的喫煙タイプ

＊快楽的喫煙タイプ

《喫煙制限されていない場所》
＊吸いがらは灰皿に入れる

○

●○

●

●●●○

○

●●●○

●○

●●●●●

●○

●●●●●

○

○

●●

●●○

●●●●○

●●

●●●●○

●○

●●●●●

○

●●●●●

○

●●●●●

●●○

●●●

●●●●●

●●●
●●●●●

●○

＊喫煙場所確認して吸う ●●○ ●●●○

●：10％ ○：10％未満

＊ 分煙・主体的分煙共通にみられたもの
・ 主体的分煙にみられたもの
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喫煙者

E藁≡萱≡藁コく・諌巨分煙行動

＜－－一一－一一－…－

【駅】

喫煙は個人の自由
禁煙場所でも吸っている人がいる

禁煙場所か気にしない

吸いがらが落ちている

タバコはアクセサリーにもなる

レストラン（禁煙所はいらない）

耽溺的・自動的喫煙タイプ

運動習慣なし

どちらかというと不健康

■■ E≡萱≡；藁コ分煙行動

【駅】
《喫煙所での喫煙理由》

禁煙場所だから

他人に嫌な顔をされる

《喫煙に対しての意識》

子供や妊婦の前では喫煙すべきでない
《喫煙制限意識》

JRや私鉄の駅（禁煙所を増やす）

《喫煙タイプ》

《日常生活》

一
生活に満足している

【大学】

意志力を試す

成人男子は喫煙してもよい

心理社会的喫煙タイプ

就寝時間遅い

【駅・大学共通】

医師の注意

；【大学】
《知識》 l

▲

ニコチンの知識あり

《禁煙理由》

《将来の禁煙理由》
タバコがまずくなった

周囲の人の迷惑を考えて

《喫煙に対しての意識》
自動販売機での販売をやめるべきだ

《喫煙制限意識》
病院（禁煙所を増やす）

《喫煙制限されていない場所》
ご 人の迷惑にならない所まで行って吸う
l

吸いがらは灰皿に入れる

《喫煙タイプ》
快楽的喫煙タイプ

《日常生活》

l 飲酒習慣なし

； 毎日朝食を摂取
l 授業中ノートをとる

：老人や障害者に席を譲る
こ

駅・大学共通】
《禁煙理由》

《将来の禁煙意識》
）l尊来の禁煙意識高t、

喫煙をま個人の 自一由

喫煙本数多tヽ

近く

歩き

タノヾ

《喫煙所での喫煙理由》
l 他人の迷惑を考
l

l

他人の健康を考
《喫煙に対しての意識》

喫煙規待り意識カミ

《喫煙制限意識》
教室

《喫煙本数》

をこ人カミtヽて も吸う

なカミ ら吸 う

こコ を投与ヂ捨てる

え

え

l笥

て
て

い

（禁煙所を増や－弓→）

《喫煙制限されていない場所》
喫煙場所カゝ確認して吸う

《日常生活》
アノレノヾイ 1－ してt、る

く－－－－－－－一－－－－－－－－－－－－－－－－－－一一－－－－－－－－－－－－－－

図5 分煙行動と知識・意識・行動との関連

シー1－ベノレ1－ をする

※太字：駅・大学共通にみられたもの



①禁煙理由

精神的理由

（意志力を試す）

社会的圧力

（医師からの注意）

②喫煙制限に対して

社会的規制

（レストラン）

個人的健康

（個人の自由、成年男子の喫煙）

③外見的動機

（かっこよさ：アクセサリー）

①喫煙習慣
身体的依存の段階

（耽溺的、自動的喫煙タイプ）

②規範的行動

（近くにに人がいても吸う、

タバコ投げ捨て、くわえタバコ）

③就寝時間

④アルバイト

⑤運動習慣

⑥主観的健康感の是非

享巨分煙行動

＋

意

識

意

識

行

動

喫煙者

行

動

①将来の禁煙に対して

身体的理由

（＊タバコがまずくなった）

②禁煙場所での喫煙

社会的圧力

（・他人に嫌な顔をされる）

③喫煙制限に対して

社会的健康

（＊他人の健康を考えて、・煙を吸わされる）受動喫煙

社会的規制

公共機関

（＊JR、・病院、＊多くの人が集まる場所）
娯楽施設

（・居酒屋、・喫茶店、・遊戯場）

個人的健康
（・吸う量を減らす）

①喫煙習慣

精神的依存の段階

（＊快楽的、・鎮静的喫煙タイプ）

②規範的行動

（＊灰皿に入れる、＊喫煙場所か確認する

・席を譲る）
③運動習慣・

④健康情報の入手・

E≡≡≡≡≡ヨ＝＝－ウ
r－■■－1●■■■■－1

1 1

：禁煙：
l l

＊ 分煙・主体的分煙共通にみられたもの
・

主体的分煙にみられたもの

図6 非分煙行動，主体的分煙行動との関連の深い要因



喫煙をこ関する ア ンケー ト

順天堂大学 建鹿教育学研究室

これは喫煙に対するあなたの意汲についてお阿きするものです．記入して硬いたことは

コ．ンビユータで処理されます．他人には絶対にわかりませんので安心してお谷下さい．

以下の質問に対し、あてはまる答の番号を右の口内に記入し、それ以外は指示にしたがっ

て回答して下さい．

Ql．年幹

1．川歳 2．19孟 3．20歳 4．21孟 5．22歳 6．23孟 7．24京 島．25最以上

Q2．性別 1．男性 2．女性

Q3．あなたの所長する学部名 ）学部

Q4．現在の住居について．

1．自宅 2．下宿（間借り） 3．寮 4．アパート・マンション 5．その他

Q5．あなたの住居は、どんなところにありますか．

1．工業地帯 2．商業地帯 3．住宅地帯 4．田地地帯

5．農村地帯 6．山村地帯 7．漁村地帯 星．その他（ ）

Q6．一緒に住んでいる人の全てについて，その番号に○を付けて下さい．

1．一人 2．家族（ア．父 イ．母 ウ．兄 エ．弟 オ．姉 カ．妹 キ．祖父 タ．祖母 ケ．その他（ ））

3．友人・仲間 4．その他（ ）

SQl．その中でタバコを吸っている人すべての番号及び記号に○を付けて下さい．

（1． ア． イ．サ． エ． オ． カ． キ． タ． ケ． 3． 4．）

Q7．通学に使用しているものすべてに○を付けて下さい．

1．徒歩のみ 2．電車 3．バス 4．自転車 5．オートバイ 6．自動車 7．その他（ ）

Q甚．現在、アルバイトをしていますか． 1．はい（邁に 回） 2．いいえ

Q9．自由に使える1カ月のこづかいはどのくらいですか． （ ）万円ぐらい

QlO．あなたは現在、健康ですか．

1．非常に健康 2．まあ健康 3．どちらかといえば不建康 4．不確度

Qll．あなたは、現在タバコを吸っていますか．

1．ほぼ毎日吸う 2．時々（月1回以上）吸う 3．前は吸っていたが今はやめた

4．吸ったことがない→4．の人はQ19．へ

Q12．タバコを1日平均してどのくらい吸いますか．

1．1～5本 2．6～10本 3．11～15本 4．16～20本 5．21本以上

Q13．あなたは、禁崖をしたことがありますか．－

1．ある 2．ない

SQl．ある人に伺います、これまで何回ぐらい禁度したことがありますか
●

1．1回 2．2～5回 3．6～10回 4．10回以上

SQ2．ある人に伺います、なぜ禁煙したのですか、当てはまろ理由の番号すべてに○を付け

て下さい．

1．病気をした 2．経度に悪い 3．産済的理由 4．タバコがまずくなった 5．医師の注意

6．家族・知人の注意 7．周囲の人の迷惑 8．意志カを試す 9．その他（ ）

－1－

巳≡芸

ロ

ロ

回

ロロ

□
ロ

ロ

［］

□

Q14．あなたは、蒋来禁足したいと思いますか．

1．絶対したい 2．できればしたい 3．しようとは思うが無理 4．絶対しない □

SQl．1．2．3．の人に伺います、なぜ莱度したいと思うのですか、当てはまる理由の香号すべ

てに○を付けて下さい．

1．病気をした 2．箆鹿に悪い 3．撞済的理由 4．タバコがまずくなった 5．医師の注意

6．家族・知人の注意 7．周囲の人の迷惑 亀．意志カを試す 9．その他（ ）

Q15．あなたの三三には決められた喫別所がありますか．
1・はい2・いいえ □

SQl．「はい」の人はそこでの喫窪を、どのようにしていますか．

「いいえ」の人はもし喫窪巷所などがあった尊台、喫煙はどのようにしますか．

1．そこでしか吸わない 2．多くの壊合はそこで吸うが、そこ以外でも吸う時もある

3．そこで吸うよりも他の壊所で吸うことの方が多い

⊂］

Q16・あなたの利用している星には薫別所や禁窪タイムがありますか．→1・はい2・いいえ□
SQl．「はい」の人はそこでの喫塵を、どのようにしていますか．

「いいえJの人はもし禁産額所などがあった巷合、喫建はどのようにしますか．

1．吸わない 2．吸う時もある 3．吸う 4．喫焦所で吸う

SQ2．Q16．SQlで1．2．3．4．に答えた方すべてに伺います．その理由はなぜですか、次の各項目

ごとに当てはまる巷合は○を当てはまらない葛合は×を付けて下さい．

1．他人への迷惑を考えて

2．他人の健康を考えて

3．禁度壊所だから

4．他人に嫌な斉などをされる

5．人のタバコの煙を吸わされる

6．人が少ない、あるいは多いから

7．禁煙所でも吸っている人がいる

基．菓佳境所か香か、気にしない
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9．喫建は個人の自由だから

10．タバコの吸いがらが落ちてるから

11．病気をしたから

12．健康に悪いから

13．盗済的理由から

14．医師から注意されたから

15．家族から注意されたから

16．吸うiを減らすため
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Q17．次の喫煙行動の各項目ごとにあなたの喫悪行勤と同じ巷合は○，そうでない暑合は×を

付けて下さい．

急いで片付けねばならない仕事をしているときに吸うことが多い‥・‥・・・・‥‥・‥

疲れた時にタバコを吸うと元気が出て仕事が続けられる

何か悔み事があるときによく吸う
‥‥・‥・・‥‥‥‥‥‥‥・・・‥‥・‥‥‥●

何か腹の立つことがある時によく吸う

静かに休息している時に吸うタバコが一番よい
・・‥‥‥・‥‥‥‥‥・・‥‥●

椅子に深くすわってタバコを楽しめる時しか普最吸わない

他の人にタバコをあげたり他の人からタバコをもらったりするのが楽しくて吸う・・

他の人と一緒にいる時に吸うことが多い
・‥・‥・‥・‥・・‥‥・・‥‥‥・＝‥●

タバコに火をつけるのもタバコを吸う楽しみの一つである

口から吐き出す煙を眺めるのもタバコを吸う楽しみの一つである

タバコを切らすと再び手にするまでたえられない気持ちになる

しばらく吸わないでいるとタバコに飢えて苦しい

まだ灰皿に火のついたタバコがあるのに気付かず次のタバコに火をつけている‥‥

無意識のうちに火をつけてしまい、気がついたらタバコを吸っている

－ 2 一

□



Q18．喫煙制験されていない所であなたは次の喫遷行動をどの程度していますか．

よくある 時々ある ない

1．近くに人がいても吸う

2．歩きながら吸う

3．タバコの吸いがらを投げ捨てる‥‥・・‥

4．タバコの灰や吸いがらは灰皿に入れる‥

5．人の迷惑にならない所まで行って吸う‥

6．灰皿を持ち歩いて吸う
・‥・‥・・・・‥・・・‥・‥・

7．喫煙してよい場所かどうか確認してから吸う・‥

1 2 3

l l
l

l
l l

l l I

l
l I

l
l l

I I I

1 1

l
l l

l l l

l l l

I l l

l l l

Q19．以下の質問で正しいものに○，誤っている－ものに×，わからない暑合△を記入して下さい。

1．タバコを吸うと血圧や皮膚温が下がる

2．タバコを吸うと胃溝彦になりやすくなる

3．タバコを吸うと心筋梗塞になりやすい
‥・・‥・‥‥・‥‥・‥・‥‥・・‥・＝＝＝＝＝●＝

4．タバヒの佳を本人の意志に反して、やむを肴なく吸わされることを受動喫建という‥‥

5．本人が吸い込む煙よりタバコから出る煙の方が多くの発ガン性物質が含まれている‥・・

6．鉄道や地下鉄の禁崖車内で車掌の制止を固かずに喫度した者は法律により罰せられる‥

7．労働安全基準法でタバコに不快を感じている労他者がいる壊合、その事業所は喫居場所

の指定等の適切な喫煙対策をとらなければいけない

き．タバコを吸うと知的作業態率が向上する
・・・‥‥‥‥‥‥・‥‥‥‥‥●・＝‥‥＝●●＝

9．タバコの成分であるクールは発瘡物質である
‥・‥・・‥‥‥・・‥‥‥・‥‥・‥‥・・・‥

10．タバコの成分であるニコチンは発唐物質である
‥・・‥‥‥‥‥‥‥・・‥・‥、・‥‥‥‥

田
レ や 思あ 思

呂
Q20．次の喫度の意見に対してどのように思いますか

各項目ごとにあてはまる番号を記入して下さい。

ノごて や わま わ

フも 思 なり な

う い い

1．他人に迷惑をかけなければ吸ってもよい
‥・・‥‥・‥‥‥・

2．喫煙は傭人の自由なのでとやかく他人に言われることはない

3．多くの人が集まる境所での喫崖をもっと規制すべきだ‥‥・・

4．子供や妊婦の前では吸ってはいけない

5．未成年者は喫煙すべきではない ‥・・‥‥‥‥‥・‥・・・‥‥

6．成人男子は喫煙してもよい
・‥・‥‥・‥‥‥・‥‥・‥・・‥・

7．成人女子は喫煙してもよい

き．タバコは寿命を頼める

9．タバコはストレス解消などになる

10．タバコを吸うとやせられる
‥‥・‥・‥‥‥・・・・‥‥‥‥‥

11．タバコはファッションやアクセサリーにもなる

12．喫建を嫌う権利があればタバコを吸う韓利もある

i3．タバコのCMなどをもっと減らすべきだ

14．タバコ自動販売嶺での販売をやめるべきだ

1 2 3 4
l I

l

l l
l

l

Q21．次の暑所での喫煙制駐をどう思いますか

各項目ごとにあてはまる番号を記入して下さい．

全部禁煙 菜種所を 禁煙所を 禁煙所は

にすべき 増やす 減らす いらない

べきだ べきだ

1．病床

Z．JRや私鉄の駅

3．あなたの通っている学校の教室

4．食堂、レストラン

5．居漕虚、ディスコ ・・・・‥‥・‥‥・・・‥‥・‥・

6．喫茶店 ・‥‥‥‥‥‥‥‥・‥・‥‥‥・・‥

7．パチンコ見などの遁戯壊

一

3
－

1 2 3 4

l l

1 1

l l

l l

l l

1 1

1
1

l l

l
l

l
l

l l

I l

Q22．武官時間は何時ぐらいですか。

1．11時以前 2．11～12時 3．12～1時 4．1時以降

QZ3．運動は邁にどのくらいしますか．

1．ほぼ毎日 2．遇3回位 3．遇1～2回位 4．ほとんどしない

Q24．お漕を現にどのくらい飲みますか．

1．ほぼ毎日 Z．遇3回位 3．週1～2回位 4．ほとんど飲まない

QZS．朝食は真にどのくらい食べますか．

1．ほぼ毎日 Z．週3回位 3．遇1～2回位 4．ほとんど食べない

Q26．あなたは自動車に乗る時シートベルトをしますか．

1．必ずする Z．時々する 3．あまりしない 4．しない 5．乗らない

Q2丁．新開・テレビ・洋書などで建鹿の情報・知識を希ている方ですか．

1．よく得ている 2．少し得ている 3．あまり得ていない 4．全く希ていない

QZき．あなたは毎日の生活に満足していますかっ

1．満足 2．少し満足 3．あまり満足していない 4．満足していない

QZ9．定業中にノートをとっていますか．

1．だいたいの竣業はとっている Z．およそ半数の凄菜はとっている

3．あまりとっていない 4．全くとっていない

Q30．あなたは滞神的なストレスがありますか．

1．かなりある Z．ある 3．あまりない 4．ない

それはどのようなことですか （ ）

Q31．あなたは乗り物の中で老人や辞書者に席を譲りますか．

1．必ず譲る 2．時々譲る 3．ほとんど譲らない 4．全く譲らない

Q3Z．あなたは献血をしますか．

1．よくする 2．たまにする 3．ほとんどしない 4．しない

Q33．あなたは現在、生きがいを感じていますか．

1．かなりある Z．ある 3．あまりない 4．ない 5．わからない

Q34．あなたは何歳ぐらいまで生きたいですか．－→（ ）歳

（＊わが国の平均寿命は、男子76歳、女子82歳）

Q35．あなたは悩みを話せる友人がいますかp→1．はい 2．いいえ

Q36．あなたは恋人がいますか、又その人はタバコを吸いますか。

1．いる（a．吸う b．吸わない） 2．いない

Q37．あなたは親しい友人がいますか、又その人はタバコを吸いますか．

1．いる（a．吸う b．吸わない） Z．いない

ご協力湧きまして有り難うございました

－ 4 －

〔コ

［コ

［コ

［］

□

【コ

⊂］

□

lコ

□

［コ

□

口
頭
皿
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●TEGを受けられる方へ●

東京大学心療内科が開発したこのエゴグラム

は、自分の性格や行動パターンを正しくつか

んで、自分の生き方を豊かにしていこうとい

うものです。

それぞれの質問についてあまり深く考えない

で、第一印象を大切にして答えてください。

それでは、この頁を開き

読んでから始めてください。

を



正夢＝⊃

右の1～6Dの各項目について

自分にあてはまるものを

はい＝○

どちらでもない＝△

いいえ＝×

の中から1つだけ選んでください。

記入例

［はいど怒アもいい］、

1 ○
A

ク
ヽ

タ も

′
も
も

且．＿＿血＿甲＿且

ち㌔架♂♂♂

′ ヽ

ク♂
ヽヽ

2

′′■qもヽ
′ も

タ l

卓 も

＼、、、＿ノブ

A
′

ヽ

′ ●

′
♂

タ

＆□凸℡凸＿一息

5
〆′¢‾、、、
′

、

I ら

q β

も ′

、、、＿dノ

ヽ ♂
ヽ ♂
ヽ タ

筑

クタ♂ももも

まちがえたときは、

二本線で訂正してください。

訂正例

［はいど態ア’もいい］

51
、、態♂タ♂

♂♂♂匂、ヽ

52 田
A

ク
ヽ

′
も

タ ヽ
タ ヽ

血－＿＿＿血中息 米

60項目すべてに答えてください。



［はいど態アもいい］［はいど態Tlもいい］

言いたいことを言えない。
だれ さわ

誰とでも騒いだりはしゃいだりする。
あくにん

生まれつきの悪人はいないと思う。
ようき ふ ま

陽気に振る舞う。

じょうず

上手にうそがつける。
しょうらい

将来の見通しを立てる。
きゃっかんてき かんさつ

人の行動を客観的に観察する。
ものごと ひはんてき

物事に批半U自勺である。

しつけはたいせつである。

思いやりの気持ちが強い。

伺▲かするときなかなかふんぎりがつかない。
はんたい か

他人の反対にあうと自分の考えを変えてしまう。
しり

他人の尻をたたく。
じっこう

計画を立ててから実行する。
カゝな

悲しんでいる人を見たらなぐさめる。
かっばっ

活発である。
とくい

物■事を早くこなすことが得意である。
ふかい む り

不快なことでも無理にがまんしてしまう。
せいこう

成功は努・力のたまものである。
めんどう

他人の面倒をよくみる。
かおいろ

他人の顔色をうかがってしまう。
ゆうザう

がんこで融通がきかない。
ちょうしょ

他人の長所よりも欠点が目につく。
おんわ かんだい

人に対して温葬口で寛大である。

子どもの世言古をよくする。
なにごと じじつ はんだん

了可事も事実にもとづいて半り断する。

気が短くて怒りっぽい。

スポーツや歌を楽しむことがてトきる。
かたむ

不日手の言古に耳を†噴ける。
く らく

人生は苦もあり楽もあると思う。

ヽ ′′

、x‘

′′＝、

×

X

X

X

X

メ、

）く
′′

ヽヽ

ヽ、＝′′

メ．

、、＝′′

．K′′
ヽヽ

ヽヽ
′′

．Y、

×

：＜

ヽヽ
′′

×

X

ヽx′

メ、

X

X

×

ヽヽ
′

メ、

）へ

／

＼
‥X

／

＼

）へ

、ヽ
′′′

X

′′
ヽ

′

＼

×

＼

′

Y【

／
＼X

＼
／

／＼
＼

′′

／
×
、

／
＼

）へ
＼

／

ヽヽ
′′

′′X、、

ノ穴：、、

／

＼

．メ

X

54

55

ようりょう

要領がわるく、おどおどしている。
じゆう

あけっぴろげで自由で、ある。
こうふく すなお よろこ

人の幸福を素直に喜ぶ。
ふんい き ていこう

遊びの雰囲気に抵抗なく とけこめる。
カ、る くち

じょうだんを言ったり軽口をたたくのがうまい。
ぎもん

疑問の点を明らかにする。
ひょうげん

わかりやすく物事を表現する。

わがままである。

はう し カ、つ どう

4□ 奉仕活動によろこんで参力口する。
ざ せつかん

いぞんしん

42 依存ノLが強い。

ことが多い。

のうりつてき

44 仕事を台巨率的におこなう。

こうきしん

4占 好奇ノーが強い。

47 物事をうまくまとめる。
こうかい

48 後ごr毎の念にとらわれる。

こま てだす

5□ 因っている人を見ると、つい手助けしたくなる。
えんりょ しょうきょくてき

遠慮がちで才肖極二的である。
ふせい しっぱい

不日手の不正や失敗にきびしい。
しろくろ

物事の白黒をはっきりさせないと気がすまない。
にんじょう

54 人ノr肯を重んじる。

55 人の長所に気づきほめる。

5占 数字やデータを使って話をする。
しゅうい きんちょうかん

57 周囲の人に緊張感を与える。
そうぞうりょく と

58 創造力に富んでいる。

59 人間関係をたいせつにする。

占□ 人の意見を参考にする。

6D項目の記入が終ったらこのページを開き

したかって採点してください。

に



［はいど態ア、もいい］［はいど態T、もいい］

言いたいことを言えない。
だれ さわ

誰とでも騒いだりはしゃいだりする。
あくにん

生まれつきの悪人はいないと思う。
ようき ふ ま

陽気に振る舞う。
じょうず

上手にうそがつける。
しょうらい

将来の見通しを立てる。
きゃっかんてき かんさつ

人の行動を客観自勺に観察する。
ものごと ひはんてき

物事に井ヒ半U自勺である。

しつけはたいせつである。

1□ 思いやりの気持ちが強い。

11何かするときなかなかふんぎりがつかない。
はんたい か

12 他人の反対にあうと自分の考えを変えてしまう。
しり

15 他人の尻をたたく。
じっこう

14 計画を立ててから実行する。
カゝな

15 悲しんでいる人を見たらなぐさめる。
かっばっ

1占 活発である。
とくい

17 物「事を早くこなすことが得意である。
ふ かい む り

11二l∠て二1、l二女こ′
￥

X

メ、

ヽヽ
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X

ヽヽ
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X

X

ヽヽ
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×
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52
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5る
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42

45
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〉く

×
ノ′

ヽヽ
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Ⅱ

］馳

ⅣⅡ

潮閂

鎚

ⅥⅤ 『妄コ

●横方向に

○＝2点、△＝1点、×＝0点 として

左右両項目の合計を、矢印に沿って□に記入

します。
例）

怨l∠二1ゝ1、、x′ノlる11ニjl△1二二く軋
画 520∠ご工ゝX 薗

ただし、同じ項目に2カ所以上記入してある

場合は0点です。

例）

201Ql△卜く150にこ〉l盛ゝl二：くこ
●縦方向に

軋

Ⅰ～†tごとに、□の数を縦に加算して

1番下の得点欄に記入します。

●△＝どちらでもない の合計数をQ欄に記

入します。

［還戸

●まず、検査日・氏名・生年月日など、必要



検査日 平成 年 月 日

鳥 篭 （男・女）（明・大・昭） 年 月 日生 議
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